

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ
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董 黯 ② ① 郭 巨
Ｄ Ｃ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
② ①
図四 郭巨董黯石脚の図像配置
図五 呉氏蔵郭巨石脚の図像配置
169 北朝芸術博物館蔵の郭巨董黯石脚
ら
れ
な
い
現
状
に
あ
っ
て
、
そ
の
図
像
配
列
が
、
中
心
か
ら
右
と
左
へ
（
本
石
脚
）、
ま
た
、
右
か
ら
左
へ
（
呉
氏
蔵
郭
巨
石
脚
）
と
い
う
二
通
り
あ
る
と
い
う
事
実
に
、
ま
ず
は
注
目
す
べ
く
、
こ
の
問
題
は
、
遺
品
例
の
さ
ら
な
る
出
現
を
俟
っ
て
、
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
北
朝
芸
術
博
物
館
蔵
郭
巨
董
黯
石
脚
の
左
に
描
か
れ
る
の
は
、
陽
明
本
孝
子
伝
37
董
黯
条
に
基
づ
く
、
四
つ
の
董
黯
図
で
あ
る
（
図
版
三
、
四
）。
董
黯
図
に
つ
い
て
は
、
在
米
の
三
遺
品
が
孝
子
伝
図
研
究
上
、
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
十
六
年
程
前
の
拙
稿
で
指
摘
し
て
以
来
（
後
掲
拙
稿
Ⅰ
）、
十
年
を
経
た
平
成
二
十
四
（
二
〇
一
二
）
年
、
中
国
の
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
の
出
現
し
た
こ
と
を
皮
切
り
に
（
同
拙
稿
Ⅱ
）、
呉
氏
が
蒐
集
に
努
め
ら
れ
た
五
遺
品
を
中
心
と
し
て
、
目
下
計
十
遺
品
の
現
存
が
知
ら
れ
る
に
到
っ
て
い
る
。
そ
の
経
過
に
関
し
て
は
、
以
下
の
七
拙
稿
に
お
い
て
報
告
し
た
通
り
で
あ
る
。Ⅰ
「
董
黯
贅
語
｜
孝
道
と
復
讐
㈠
｜⑥
」（
拙
著
『
孝
子
伝
図
の
研
究
』
Ⅱ
一
３
）
Ⅱ
「
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
｜
陽
明
本
孝
子
伝
の
引
用
｜⑦
」
Ⅲ
「
董
黯
図
｜
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
二
面
）
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
｜⑧
」（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
10
）
Ⅳ
「
呉
氏
蔵
東
魏
武
定
元
年
門
生
石
床
に
つ
い
て
｜
門
生
石
床
の
孝
子
伝
図
｜⑨
」（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
101
）
Ⅴ
「
董
黯
図
㈡
｜
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
の
出
現
｜
（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
10
）
Ⅵ
「
呉
氏
蔵
新
出
董
黯
石
床
Ｂ
に
つ
い
て
」（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
10
予
定
）
Ⅶ
「
董
黯
覚
書
｜
董
黯
画
巻
の
復
元
｜
」（
近
刊
予
定
）
そ
の
経
過
を
一
言
で
纏
め
る
な
ら
ば
、
最
初
三
場
面
し
か
確
認
出
来
な
か
っ
た
董
黯
の
図
像
が
、
そ
の
後
の
呉
氏
蔵
の
遺
品
の
出
現
に
よ
っ
て
十
場
面
に
増
え
、
さ
ら
に
本
石
脚
の
出
現
に
よ
り
現
在
、
十
二
場
面
が
確
認
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
本
石
脚
は
、
董
黯
図
の
遺
品
と
し
て
、
最
新
の
十
場
面
の
遺
品
に
当
た
っ
て
お
り
、
何
と
言
っ
て
も
文
字
資
料
の
題
記
の
豊
富
な
点
、
董
黯
図
研
究
に
と
っ
て
、
呉
氏
蔵
の
そ
れ
と
共
に
、
決
定
的
に
重
要
な
資
料
を
位
置
付
け
ら
れ
る
遺
品
で
あ
り
、
例
え
ば
北
魏
時
代
の
董
黯
図
制
作
の
粉
本
と
し
て
、
董
黯
画
巻
の
想
定
が
必
須
の
も
の
と
な
る
こ
と
な
ど
は
、
上
記
拙
稿
Ⅶ
に
お
い
て
具
体
的
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
小
稿
で
は
、
本
石
脚
の
董
黯
図
に
つ
い
て
は
、
上
記
拙
稿
に
譲
っ
て
こ
れ
以
上
は
述
べ
ず
、
図
版
三
、
四
に
該
当
す
る
拓
本
の
図
像
を
紹
介
す
る
に
留
め
た
い
。
そ
し
て
、
小
稿
は
、
本
石
脚
に
見
え
る
、
も
う
一
つ
の
郭
巨
図
に
関
し
、
呉
氏
蔵
郭
巨
石
脚
と
の
関
連
を
考
察
す
る
。
図
六
、
図
七
に
掲
げ
る
の
は
、
本
石
脚
上
部
左
に
描
か
れ
た
董
黯
図
Ａ
、
Ｂ
及
び
Ｃ
、
Ｄ
の
拓
本
図
像
で
あ
る
。
Ａ
｜
Ｄ
の
画
面
右
に
記
さ
れ
た
、
170
図六 郭巨董黯石脚（董黯Ａ、Ｂ。拓本）
171 北朝芸術博物館蔵の郭巨董黯石脚
図七 郭巨董黯石脚（董黯Ｃ、Ｄ。拓本）
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一
行
の
題
記
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
Ａ
董
黯
母
共
王
寄奇
）
母
語
時
Ｂ
王
寄奇
）
丁打
）
黯
母
時
Ｃ
黯
在
田
心
驚
向
家
問
母
時
Ｄ
黯
為
母
殺
王
寄奇
）
黯
辞
墓
代
死
二
小
稿
の
目
的
が
、
一
つ
に
北
朝
芸
術
博
物
館
蔵
郭
巨
董
黯
石
脚
を
広
く
紹
介
す
る
こ
と
に
あ
り
、
特
に
本
石
脚
右
の
郭
巨
図
と
呉
氏
蔵
郭
巨
石
脚
と
の
関
連
に
触
れ
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
前
述
の
如
く
だ
が
、
そ
の
こ
と
は
ま
た
、
本
石
脚
や
呉
氏
蔵
郭
巨
石
脚
の
郭
巨
図
が
依
拠
し
た
、
孝
子
伝
本
文
の
検
討
を
不
可
避
の
も
の
と
し
、
さ
ら
に
二
つ
の
石
脚
以
外
の
郭
巨
図
と
の
比
較
に
よ
る
位
置
付
け
が
、
ど
う
し
て
も
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
、
小
稿
は
、
本
石
脚
を
紹
介
す
る
と
共
に
、
併
せ
て
、
北
魏
時
代
の
郭
巨
図
の
典
拠
と
さ
れ
た
、
孝
子
伝
本
文
の
形
を
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
本
石
脚
や
呉
氏
蔵
郭
巨
石
脚
の
図
像
が
照
射
す
る
、
現
行
の
孝
子
伝
本
文
の
持
つ
問
題
に
つ
い
て
、
指
摘
し
て
み
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
ま
ず
小
稿
で
扱
う
、
諸
図
像
の
範
囲
と
、
そ
の
内
容
の
認
定
に
関
し
て
始
め
に
説
明
し
、
そ
の
後
に
具
体
的
な
問
題
へ
と
入
っ
て
ゆ
こ
う
。
こ
れ
ま
で
に
管
見
に
入
っ
た
、
郭
巨
図
の
描
か
れ
る
遺
品
を
一
覧
と
し
て
示
せ
ば
、
本
石
脚
を
含
め
て
次
の
よ
う
な
二
十
遺
品
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
、
連
図
の
数
）。
⑴
江
蘇
徐
州
仏
山
画
象
石
墓
⑵
寧
夏
固
原
北
魏
墓
漆
棺
画
Ａ
Ｂ
Ｃ
⑶
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
⑷
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
北
魏
石
床
Ａ
Ｂ
Ｃ
⑸
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
Ａ
Ｂ
Ｃ
⑹C
.T
.L
o
o
旧
蔵
北
魏
石
床
Ａ
Ｂ
⑺
洛
陽
古
代
芸
術
館
蔵
北
魏
石
床
⑻
ネ
ル
ソ
ン
・
ア
ト
キ
ン
ズ
美
術
館
蔵
北
斉
石
床
⑼
鄧
県
彩
色
画
象
襄
陽
家
沖
画
象
墓
陝
西
歴
史
博
物
館
蔵
三
彩
四
孝
塔
式
缶
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
Ａ
Ｂ
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
脚
部
（
郭
巨
石
脚
）
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
呉
氏
蔵
門
生
石
床
Ａ
Ｂ
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
美
術
館
蔵
北
魏
石
床
安
陽
固
岸
東
魏
石
床
Ａ
Ｂ
襄
陽
清
水
溝
Ｍ
１
南
朝
墓
画
象
襄
陽
柿
庄
Ｍ
15
南
朝
墓
画
象
呉
氏
蔵
北
魏
崑
崙
石
床
Ａ
Ｂ
Ｃ
北
朝
芸
術
博
物
館
蔵
北
魏
石
床
脚
部
（
本
石
脚
）
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
一
方
、
上
記
二
十
遺
品
の
郭
巨
図
は
、
郭
巨
の
物
語
（
孝
子
伝
）
か
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ら
帰
納
し
て
、
次
の
八
つ
の
場
面
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
（
後
述
）。①
分
財
②
供
養
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
③
道
行
④
穴
掘
り
、
黄
金
⑤
運
搬
⑥
供
養
（
大
団
円
１
）
⑦
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
２
）
⑧
丑
祠
表
一
は
、
上
記
の
二
十
遺
品
に
描
か
れ
た
、
郭
巨
図
の
場
面
を
一
覧
と
し
た
も
の
で
あ
る
（
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、
上
記
の
遺
品
の
番
号
で
あ
る
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
、
一
遺
品
中
の
郭
巨
図
が
、
複
数
に
亙
る
連
図
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
図
像
の
順
番
に
従
っ
て
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
以
下
と
し
た
も
の
で
あ
る
）。
ま
た
、
表
二
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
品
の
有
す
る
場
面
の
構
成
を
、
遺
品
毎
に
示
し
て
一
覧
に
纏
め
た
も
の
で
、
上
段
が
遺
品
、
下
段
が
場
面
構
成
で
あ
る
。
さ
て
、
結
論
か
ら
先
に
言
え
ば
、
本
石
脚
は
、
②
供
養
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
。
Ａ
）、
③
道
行
（
Ｂ
）、
④
穴
掘
り
、
黄
金
（
Ｃ
）、
⑦
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
２
。
Ｄ
）
の
四
場
面
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
具
体
的
な
こ
と
は
、
後
程
述
べ
よ
う
。
郭
巨
図
の
図
像
内
容
を
知
る
た
め
に
は
、
そ
の
基
と
な
っ
た
孝
子
伝
テ
キ
ス
ト
の
郭
巨
物
語
を
辿
る
必
要
が
あ
る
。
最
初
に
ま
ず
三
つ
の
孝
子
伝
の
そ
の
本
文
を
紹
介
し
た
い
。
日
本
に
の
み
伝
存
す
る
完
本
の
古
孝
子
伝
、
陽
明
本
、
船
橋
本
の
５
郭
巨
条
の
本
文
と
、
南
斉
の
（
宗
）
躬
孝
子
伝
の
本
文
（
逸
文
）
を
併
せ
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
○
数
字
は
、
上
記
の
場
面
番
号
を
表
わ
す
。
躬
孝
子
伝
は
、
初
学
記
二
十
七
太
平
御
覧
八
一
一
に
拠
る
）。
陽
明
本
郭②
巨
家
貧
養
母
者
、
河
内
人
也
。
時
年
荒
。
夫
妻
昼
夜
懃
作
、
以
供
養
母
。
其
婦
忽
然
生
一
男
子
。
便
共
議
言
、
今
養
此
児
、
則
廃
母
供
事
。
仍④
掘堀
）
地
埋
之
。
忽
得
金
一
釜
。
々
上
題
云
、
黄
金
一
釜
、
天
賜
郭
巨
。
於⑥
是
遂
致
富
貴
、
転
孝
蒸
々
。
賛
曰
、
孝
子
郭
巨
、
純
孝
至
真
。
夫
妻
同
心
、
殺
子
養
親
。
天
賜
黄
金
、
遂
感
明
神
。
善
哉
孝
子
、
富
貴
栄
身
。
船
橋
本
郭②
巨
者
、
河
内
人
也
。
父
無
母
存
。
供
養
懃
々
。
於
年
不
登
、
而
人
庶
飢
困
。
爰
婦
生
一
男
。
巨
云
、
若
養
之
者
、
恐
有
老
養
之
妨
。
使③
母
抱
児
、
共
行
山
中
、④
掘堀
）
地
将
埋
児
。
底
金
一
釜
、
々
上
題
云
、
黄
金
一
釜
、
天
賜
孝
子
郭
巨
。
於
是
因
児
獲
金
、
不
埋
其
児
。
忽⑥
然
得
富
貴
、
養
母
又
不
乏
。
天
下
聞
之
、
倶
誉
孝
道
之
至
也
。
躬
孝
子
伝
躬
孝
子
伝
曰
、
郭②
巨
、
河
内
温
人
也
。
妻
生
男
。
謀
曰
、
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表
一
郭
巨
図
場
面
一
覧
場
面
遺
品
（
ア
ラ
ビ
ア
数
字
）
①
分
財
13A
②
供
養
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
2A
(13A)
14A
20A
③
道
行
2B
13C
20B
④
穴
掘
り
、
黄
金
1
2C
4A
5A
6A
8
9
10
12A
13B
14B
15
16A
17
18
20C
⑤
運
搬
2B
4B
5B
13D
19A
⑥
供
養
（
大
団
円
１
）
3
4C
5C
6B
7
11
12B
13E
16B
19B
⑦
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
２
）
13F
19C
20D
⑧
丑
祠
16B
黄
金
な
し
表
二
郭
巨
図
遺
品
の
場
面
一
覧
遺
品
場
面
⑴
④
⑵
②
③
④
⑤
⑶
⑥
⑷
④
⑤
⑥
⑸
④
⑤
⑥
⑹
④
⑥
⑺
⑥
⑻
④
⑼
④④⑥④
⑥
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
②
④
④④
⑥
⑧
④④⑤
⑥
⑦
②
③
④
⑦
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養
子
則
不
得
営
業
、
妨
於
供
養
。
当
殺
而
埋
焉
。
入
地
、
有
黄
金
一
釜
、
上
有
鉄
券
曰
、
黄
金
一
釜
、
賜
孝
子
郭
巨
図
八
は
、
北
朝
芸
術
博
物
館
蔵
郭
巨
董
黯
石
脚
の
郭
巨
図
の
第
二
、
Ｂ
の
拓
本
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
八
左
の
題
記
に
は
、
郭
巨
共
妻
宜
欲
殺
子
と
あ
り
、
そ
の
題
記
の
内
容
は
、
上
掲
三
つ
の
孝
子
伝
の
②
供
養
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
の
一
部
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
問
題
は
、
図
八
の
図
像
の
内
容
で
あ
る
。
図
八
は
、
右
に
郭
巨
（
左
向
き
に
立
つ
）、
中
に
妻
（
右
向
き
に
立
ち
、
左
へ
振
り
返
る
）、
左
に
子
供
（
右
向
き
に
立
つ
）
を
描
き
、
背
景
に
樹
々
、
左
下
に
山
が
見
え
る
の
で
、
そ
れ
は
、
明
ら
か
に
③
道
行
の
場
面
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
（
2B
、
13C
に
も
見
え
る
）。
こ
の
場
面
に
相
当
す
る
文
言
も
、
今
昔
物
語
集
巻
九
「
震
旦
郭
巨
、
孝
老
母
得
黄
金
釜
」
第
一
に
、
父
泣
ク々
妻ノ
言ヲ
感
シ
テ
、
妻
ニ
子
ヲ
令
懐
テ
、
我
ハ
鋤
ヲ
持
テ
、
遥
ニ
深
キ
山
ニ
行
テ
、
既
ニ
子
ヲ
埋
メムカ
為
ニ
、
泣
々
ク
土
ヲ
堀
ル
（
鈴
鹿
本
）
船
橋
本
孝
子
伝
に
、
使
母
抱
児
、
共
行
山
中
と
は
見
え
る
が
、
陽
明
本
、
躬
孝
子
伝
は
、
そ
れ
を
欠
い
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
（
後
述
。
ま
た
、
図
八
に
お
い
て
、
子
供
が
母
に
抱
か
れ
て
い
な
い
問
題
も
、
後
程
触
れ
る
）。
即
ち
、
陽
明
本
等
の
脱
落
が
疑
わ
れ
る
の
で
あ
る
。「
深
キ
山
」（
今
昔
）、「
山
中
」（
船
橋
本
）
へ
赴
い
た
郭
巨
で
あ
れ
ば
、
黄
金
の
釜
を
掘
り
出
し
た
郭
巨
及
び
、
妻
子
は
、
そ
れ
を
伴
っ
て
家
に
帰
っ
た
筈
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
⑤
運
搬
の
場
面
を
め
ぐ
る
、
孝
子
伝
本
文
の
状
況
は
、
一
層
奇
怪
で
あ
る
。
図
九
は
、
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
北
魏
石
床
（
北
魏
正
光
五
五
二
四
年
匡
僧
安
墓
誌
を
伴
う
）
の
右
側
板
に
描
か
れ
た
郭
巨
図
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
Ａ
は
、
④
穴
掘
り
、
黄
金
、
Ｂ
は
、
⑤
運
搬
、
Ｃ
は
、
⑥
供
養
（
大
団
円
１
）
の
場
面
を
描
く
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
図
八
の
Ｂ
の
図
柄
で
、
Ｂ
は
、
例
え
ば
今
昔
物
語
集
九
・
一
に
、
母
ハ
子
ヲ
懐
キ
、
父
ハ
釜
ヲ
負
テ
家
ニ
還
ヌ
と
記
さ
れ
る
も
の
と
正
し
く
一
致
す
る
（
ま
た
、
中
山
法
華
経
寺
本
三
教
指
帰
上
に
も
、「
子ヲ
具シテ
家ニ
カ
ヘ
リ
了
」
37
ウ
と
あ
る
）。
と
こ
ろ
が
、
問
題
な
の
は
、
そ
の
Ｂ
即
ち
、
⑤
運
搬
の
場
面
に
該
当
す
る
本
文
が
、
上
引
三
つ
の
孝
子
伝
に
全
く
見
当
た
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
⑤
の
場
面
は
、
図
九
Ｂ
の
み
な
ら
ず
、
他
の
⑵
、
⑸
、
、
な
ど
の
遺
品
に
も
頻
繁
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
に
当
た
る
本
文
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
は
、
一
寸
考
え
に
く
い
で
あ
ろ
う
。
さ
て
、
こ
の
事
実
は
、
北
魏
時
代
以
前
の
孝
子
伝
図
で
あ
る
郭
巨
図
の
典
拠
と
し
て
、
孝
子
伝
の
本
文
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
時
、
現
行
の
例
え
ば
両
孝
子
伝
（
ま
た
、
躬
の
そ
れ
）
に
は
、
深
刻
な
欠
陥
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
こ
と
を
示
す
、
一
つ
の
兆
候
と
捉
え
ら
れ
る
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（
因
み
に
、
Ｂ
即
ち
、
⑤
運
搬
を
表
わ
す
本
文
は
、
他
の
孝
子
伝
資
料
を
通
じ
て
も
見
出
だ
す
こ
と
が
出
来
な
い
）。
描
か
れ
た
図
像
が
あ
る
の
に
、
孝
子
伝
本
文
が
な
い
と
い
う
矛
盾
が
、
さ
ら
に
顕
著
な
形
で
露
呈
し
て
来
る
の
は
、
本
石
脚
の
郭
巨
図
Ｄ
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
図
十
は
、
郭
巨
董
黯
石
脚
の
郭
巨
図
Ｄ
の
拓
本
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
図
十
は
、
画
面
左
端
の
題
記
に
、
巨
為
官
問
得
金
時
と
あ
る
の
で
、
そ
の
図
像
は
、
黄
金
の
釜
を
掘
り
出
し
た
郭
巨
が
、
そ
れ
を
得
た
経
緯
を
、
官
に
問
わ
れ
て
い
る
場
面
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
図
十
は
、
ま
ず
中
央
に
黄
金
の
釜
が
据
え
ら
れ
る
（
黄
金
の
釜
の
上
部
に
記
さ
れ
た
、
三
行
分
の
題
記
に
関
し
て
は
、
後
で
触
れ
る
）。
そ
の
右
に
立
つ
の
が
官
司
で
あ
る
（
左
向
き
）。
彼
が
右
手
を
上
げ
る
の
は
、
券
題
に
よ
っ
て
黄
金
の
釜
を
郭
巨
の
も
の
と
認
め
、
そ
れ
を
郭
巨
に
返
し
た
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
官
司
の
背
後
（
右
）
に
、
三
人
の
侍
者
が
立
っ
て
い
る
が
（
共
に
左
向
き
）、
官
人
で
あ
ろ
う
。
黄
金
の
釜
の
左
に
立
つ
の
は
、
郭
巨
、
母
（
侍
者
か
も
知
れ
な
い
）、
妻
で
あ
る
（
共
に
右
向
き
）。
さ
て
、
そ
の
題
記
と
図
像
内
容
か
ら
考
え
て
、
図
十
は
、
⑦
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
２
）
の
場
面
と
断
じ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
面
の
こ
と
は
、
例
え
ば
先
に
も
引
い
た
今
昔
物
語
集
九
・
一
に
、
其
ノ
時
ニ
、
国
王
此
ノ
事
ヲ
聞
キ
給
テ
、
怪
ミ
ヲ
成
シ
テ
、
郭
巨
ヲ
召
シ
テ
被
問
ルヽニ
、
郭
巨
前
ノ
事
ヲ
陳
フ
。
国
王
聞
キ
驚
キ
給
テ
、
釜
ノ
蓋
ヲ
召
シテ
見
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給
フ
ニ
、
実
ニ
其
ノ
文
顕
也
。
国
王
此
レ
ヲ
見
給
テ
、
悲
ミ
貴
ヒ
テ
、
忽
ニ
国
ノ
重
キ
者
ト
用
ラ
ル
。
世
ノ
人
亦
、
此
レ
ヲ
聞
テ
、
孝
養
ヲ
貴
キ
事
ナム
メケル
トナム
語
リ
伝
ヘタル
ト
ヤ
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
頗
る
興
味
深
い
。
何
故
な
ら
、
こ
の
場
面
即
ち
、
⑦
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
２
）
の
こ
と
は
上
掲
、
三
つ
の
孝
子
伝
の
本
文
に
は
、
全
く
見
当
た
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
図
像
（
図
十
）
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
に
本
文
が
見
当
た
ら
な
い
と
い
う
事
実
は
、
両
孝
子
伝
等
に
お
け
る
、
⑦
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
２
）
を
め
ぐ
る
、
大
き
な
本
文
の
脱
落
と
い
う
も
の
を
、
動
か
な
い
も
の
と
す
る
。
つ
ま
り
北
魏
期
以
前
の
郭
巨
図
は
、
両
孝
子
伝
の
本
文
の
み
で
は
、
十
分
に
解
釈
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
こ
と
に
な
る
。
な
ら
ば
、
例
え
ば
本
石
脚
Ｄ
（
図
十
）
等
の
背
景
に
あ
っ
た
、
郭
巨
の
物
語
の
孝
子
伝
本
文
と
い
う
も
の
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
三
両
孝
子
伝
等
に
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
本
石
脚
の
郭
巨
図
Ｄ
（
図
十
）
か
ら
考
え
れ
ば
、
そ
の
依
拠
し
た
孝
子
伝
本
文
に
は
、
⑦
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
２
）
の
件くだ
り
が
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
ま
た
、
今
昔
物
語
集
九
・
一
の
参
照
し
た
孝
子
伝
の
郭
巨
条
も
、
お
そ
ら
く
同
じ
形
を
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
こ
で
、
古
孝
子
伝
の
逸
文
を
博
捜
す
る
と
、
そ
の
よ
う
な
形
の
孝
子
伝
が
、
か
つ
て
存
在
し
て
い
た
だ
ろ
う
こ
と
を
示
す
、
明
徴
が
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
、
劉
向
孝
子
図伝
）
の
逸
文
で
あ
る
。
そ
の
本
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
太
平
御
覧
四
一
一
に
よ
り
、
法
苑
珠
林
四
十
九
〔
〕
を
参
照
す
る
）。
劉
向
孝
子
図
曰
、
郭①
巨
河
内
温
人
。
甚
富
。
父
没
分
財
、
二
千
万
為余
）
両
分
。
与
両
弟
、
己②
独
取
母
供
養
。
寄
住
〔
比
〕
隣
有
凶
宅
無
人
居
者
、
共
推
与
之
居
無
禍
患
。
妻
産
男
。
慮
養挙
）
之
則
妨
供
養
。
乃③
令
妻
抱
児
、
欲④
掘
地
埋
之
於
土
中
。
得
〔
黄
〕
金
一
釜
、〔
金
〕
上
有
鉄
券
云
、
賜
孝
子
郭
巨
。
巨⑦
還
宅
主
、
宅
主
不
敢
受
。
遂
以
聞
官
、
官
依
券
題
還
巨
。
遂
得
兼
養
児
劉
向
孝
子
図伝
）
は
前
漢
、
劉
向
の
作
で
は
な
く
、
六
朝
の
仮
託
と
す
べ
き
も
の
だ
が
、
末
尾
⑦
以
下
に
、
巨
還
宅
主
、
宅
主
不
敢
受
。
遂
以
聞
官
、
官
依
券
題
還
巨
。
遂
得
兼
養
児
と
見
え
る
所
か
ら
、
⑥
供
養
（
大
団
円
１
）
で
話
を
終
え
る
両
孝
子
伝
等
に
加
え
て
、
⑦
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
２
）
へ
の
展
開
を
示
す
、
孝
子
伝
も
か
つ
て
存
在
し
た
こ
と
は
、
確
か
な
事
実
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
す
る
と
、
前
述
今
昔
物
語
集
九
・
一
の
記
述
も
、
例
え
ば
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
34
の
注
三
六
（
179
頁
）
に
、「
以
下
、
王
の
対
応
は
孝
子
伝
〔
両
孝
子
伝
等
〕、
注
好
選
な
し
」
と
指
摘
さ
れ
る
如
く
、
両
孝
子
伝
に
拠
っ
た
も
の
と
は
考
え
難
く
、
今
昔
や
本
石
脚
Ｄ
（
図
十
）
な
ど
は
、
⑦
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
２
）
の
記
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述
を
持
っ
た
上
掲
、
劉
向
孝
子
図伝
）
の
よ
う
な
、
物
語
の
形
の
孝
子
伝
に
拠
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
着
目
す
る
と
、
劉
向
孝
子
図伝
）
同
様
、
⑦
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
２
）
に
相
当
す
る
文
言
を
持
つ
も
の
が
、
さ
ら
に
二
点
、
敦
煌
出
土
の
文
献
中
に
伝
存
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
そ
の
一
つ
は
、
以
前
に
敦
煌
本
孝
子
伝
と
誤
解
さ
れ
た
類
書
、
敦
煌
本
事
森
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
敦
煌
本
句
道
興
捜
神
記
で
あ
る
。
二
書
の
本
文
を
併
せ
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
敦
煌
本
事
森
の
本
文
は
、
Ｐ
・
二
六
二
一
に
よ
り
、
句
道
興
捜
神
記
の
本
文
は
中
村
不
折
旧
蔵
本
に
よ
る
）。
敦
煌
本
事
森
郭②
巨
、
字
文
挙
、
河
内
人
也
。
家
貧
）
養
〔
母
〕
至
孝
。
妻
生
一
子
、
年
三
歳
。
巨
謂
妻
曰
、
家
貧
如
此
。
時
歳
飢
虚
、
所
徳得
）
充
飲
食
、
供
養
孝老
）
母
、
猶
不
充
飽
、
更
被
嬰
分
母
飲
食
。
子
可
再
有
、
母
不
可
得
。
共
卿
埋
子
、
以
全
母
命
。
丕
妻
不
敢
違
、
従
夫
之
意
。
巨③
自
執
、
妻
乃
抱
児
、
来
入
後
薗
。④
後
）
令
妻
殺
子
、
巨
即
掘
地
、
纔
深
一
丈
尺
、
徳得
）
着
一
鉄
器
。
巨
低
腰
顧
視
、
乃
見
一
釜
、
々
中
満
盈
黄
金
。
巨
連
招
妻
曰
々
）
、
抱
児
則
至
。
児
且
猶
活
、
妻
不
忍
下
手
。
夫
謂
妻
曰
、
卿
見
此
釜
之
金
。
其
上
有
一
鉄
券
云
、
天
帝
賜
孝
子
黄
金
。
官
不
得
奪
、
移私
）
不
許
侵
。
巨⑦
既
得
、
驚
怪
不
以已
）
。
乃
陳
於
懸県
）
、
々
已以
）
申
州
、
々
与
表
奏
天
子
。
々
々
不下
）
詔
曰
、
金
還
郭
巨
、
供
養
其
母
、
乃
表
門
以
彰
孝
徳
。〔
孝
〕
子
伝
。
句
道
興
捜
神
記
昔②
有
郭
巨
者
、
字
文
氣
、
河
内
人
也
。
家
貧
、
養
母
至
孝
。
巨
有
一
子
、
年
始
両
歳
。
巨
語
妻
曰
、
今
飢
貧
如
此
。
老
母
年
高
、
供
懃
孝
養
、
恐
不
安
存
。
所
有
美
味
、
毎
減
与
子
。
令
母
飢
、
乃
由
此
小
児
。
児
可
再
有
、
母
難
重
見
。
今
共
卿
殺
子
、
而
存
母
命
。
妻
従
夫
言
、
不
敢
有
違
。
其③
妻
抱
子
、
往
向
後
薗
樹
下
、
欲
致
子
命
。
巨④
身
掘
地
、
欲
擬
埋
之
。
語
其
妻
曰
、
子
命
尽
未
。
妻
不
忍
即
害
、
必
称
已
死
。
巨
掘
地
得
一
尺
、
乃
黄
金
一
釜
、
々
上
有
銘
曰
、
天
賜
孝
子
之
金
。
郭
巨
殺
子
存
母
命
、
遂
賜
黄
金
一
釜
。
官
不
得
奪
、
私
不
得
取
。
見
金
驚
怪
、
以
呼
其
妻
、
々
乃
抱
子
往
看
。
子
得
平
存
未
死
、
妻
乃
喜
悦
。
遂⑦
即
将
送
県
、
々
牒
上
州
、
々
送
上
表
、
々
上
台
省
。
天
子
下
制
、
金
還
郭
巨
、
供
養
其
母
、
標
其
門
閭
、
以
立
孝
行
、
流
伝
万
代
。
後
漢
人
也
両
書
共
そ
れ
ぞ
れ
⑦
以
下
に
、
・
巨
既
得
、
驚
怪
不
以已
）
。
乃
陳
於
懸県
）
、
々
已以
）
申
州
、
々
与
表
奏
天
子
。
々
々
不下
）
詔
曰
、
金
還
郭
巨
、
供
養
其
母
、
乃
表
門
以
彰
孝
徳
。〔
孝
〕
子
伝
。（
敦
煌
本
事
森
）
・
遂
即
将
送
県
、
々
牒
上
州
、
々
送
上
表
、
々
上
台
省
。
天
子
下
制
、
金
還
郭
巨
、
供
養
其
母
、
標
其
門
閭
、
以
立
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孝
行
、
流
伝
万
代
。
後
漢
人
也
（
句
道
興
捜
神
記
）
な
ど
と
見
え
、
特
に
敦
煌
本
事
森
の
末
尾
に
は
、「〔
孝
〕
子
伝
」
と
い
う
出
典
注
記
が
あ
る
所
か
ら
、
⑦
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
２
）
の
記
事
を
有
す
る
孝
子
伝
が
、
唐
代
以
前
、
敦
煌
に
ま
で
広
く
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
方
で
、
⑦
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
２
）
の
こ
と
を
記
す
、
文
献
資
料
と
い
う
も
の
が
、
劉
向
孝
子
図伝
）
を
除
け
ば
、
上
掲
二
点
の
敦
煌
文
書
以
外
に
管
見
に
入
ら
な
い
こ
と
は
、
唐
代
以
降
、
⑦
の
滅
亡
が
急
速
に
進
ん
だ
こ
と
を
示
す
徴
証
と
し
て
、
郭
巨
物
語
の
成
立
と
変
貌
を
考
え
る
上
で
、
注
目
す
べ
き
事
柄
と
捉
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
劉
向
孝
子
図伝
）
、
敦
煌
本
事
森
、
句
道
興
捜
神
記
に
は
前
掲
図
八
、
つ
ま
り
③
道
行
を
表
わ
す
、
・
乃
令
妻
抱
児
（
欲
掘
地
埋
之
於
土
中
。
劉
向
孝
子
図伝
）
）
・
巨
自
執
、
妻
乃
抱
児
、
来
入
後
薗
（
敦
煌
本
事
森
）
・
其
妻
抱
子
、
往
向
後
薗
樹
下
、
欲
致
子
命
（
句
道
興
捜
神
記
）
と
い
う
記
述
も
あ
り
、
郭
巨
物
語
に
お
け
る
本
文
展
開
の
複
雑
さ
を
窺
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
郭
巨
図
中
の
⑦
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
２
）
の
場
面
の
存
在
に
、
私
が
始
め
て
気
付
い
た
の
は
、
平
成
二
十
四
（
二
〇
一
二
）
年
三
月
、
深
圳
博
物
館
に
お
い
て
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
郭
巨
石
脚
）
を
目
に
し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
左
半
を
眺
め
て
ゆ
く
図十一 呉氏蔵郭巨石脚（Ｆ)
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と
、
通
常
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
で
図
像
が
終
わ
っ
て
い
る
筈
の
⑥
供
養
（
大
団
円
１
）
の
場
面
（
Ｅ
）
の
後
に
、
殆
ど
同
じ
構
図
を
し
た
、
も
う
一
場
面
が
置
か
れ
て
い
た
。
図
十
一
は
、
そ
の
Ｆ
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
Ｆ
（
図
十
一
）
の
特
徴
と
し
て
上
げ
ら
れ
る
の
が
、
Ｅ
（
⑥
）
に
は
見
え
な
い
、
冠
を
被
っ
た
官
人
の
登
場
す
る
こ
と
で
あ
る
（
図
十
二
）。
の
Ｆ
（
図
十
一
）
の
内
容
を
解
釈
す
る
に
際
し
、
ヒ
ン
ト
の
一
つ
と
な
っ
た
の
は
、
そ
の
官
人
で
あ
る
。
両
孝
子
伝
等
に
記
述
が
な
く
、
ま
た
、
従
来
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
場
面
で
あ
っ
た
が
、
私
は
、
劉
向
孝
子
図伝
）
等
を
参
考
に
、
そ
れ
を
⑥
供
養
（
大
団
円
１
。
Ｅ
）
に
続
く
、
⑦
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
２
）
の
場
面
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
。
そ
の
後
、
の
郭
巨
石
脚
Ｃ
（
或
い
は
、
Ｄ
）
Ｅ
Ｆ
と
瓜
二
つ
の
三
連
図
を
有
す
る
、
呉
氏
蔵
北
魏
崑
崙
石
床
と
遭
遇
す
る
。
図
十
三
は
、
の
正
面
右
板
、
男
性
墓
主
像
の
右
に
描
か
れ
た
郭
巨
図
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
図
十
三
（
）
と
郭
巨
石
脚
の
酷
似
振
り
に
は
、
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
り
、
共
通
の
粉
本
の
存
在
を
確
信
さ
せ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
図
十
一
（
）
と
図
十
三
Ｃ
（
）
と
を
見
較
べ
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
よ
う
（
但
し
、
と
と
は
、
場
面
の
進
行
方
向
が
逆
の
た
め
、
左
右
が
反
転
し
て
い
る
。
ま
た
、
当
遺
品
の
郭
巨
図
が
、
例
え
ば
④
穴
掘
り
、
黄
金
の
場
面
を
持
た
ず
、
後
半
の
⑤
運
搬
、
⑥
供
養
大
団
円
１
、
⑦
官
の
黄
金
返
還
大
団
円
２
の
三
場
面
だ
け
で
構
成
さ
れ
る
の
は
、
聊
か
奇
妙
な
観
が
あ
り
、
或
い
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
例
え
ば
正
面
左
板
、
女
性
墓
主
像
の
左
に
描
か
れ
る
、
①
｜
④
を
内
容
と
す
る
前
半
の
、
か
つ
て
存
在
し
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
別
途
考
え
て
み
た
い
）。
取
り
分
け
図
十
三
Ｃ
に
も
、
一
人
の
官
人
の
像
が
見
え
る
こ
と
は
、
北
魏
時
代
に
郭
巨
図
の
⑦
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
２
）
の
場
面
が
或
る
程
度
、
広
が
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
一
証
と
捉
え
ら
れ
る
。
か
く
し
て
郭
巨
図
に
お
け
る
、
⑦
の
場
面
の
実
在
は
、
二
例
に
増
え
た
訳
だ
が
、
困
っ
た
こ
と
に
、
図
十
一
（
）、
図
十
三
（
）
に
は
榜
題
、
題
記
の
類
が
全
く
見
当
た
ら
ず
、
両
図
が
⑦
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
２
）
で
あ
る
こ
と
の
、
文
字
に
よ
る
徴
証
は
、
皆
無
と
い
う
状
況
に
陥
っ
た
。
文
字
資
料
に
較
べ
、
解
釈
の
幅
図十二 呉氏蔵郭巨石脚（Ｆ。官人)
182
の
広
い
図
像
の
場
合
、
そ
の
解
釈
を
特
定
す
る
こ
と
は
、
中
々
難
し
い
。
だ
か
ら
、
例
え
私
が
、
両
図
を
⑦
の
場
面
と
確
信
出
来
た
に
せ
よ
、
そ
の
こ
と
自
体
を
客
観
的
に
眺
め
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
飽
く
ま
で
一
つ
の
推
測
、
仮
説
に
過
ぎ
な
い
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
こ
の
度
、
両
図
に
次
ぐ
、
三
例
目
の
⑦
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
２
）
の
場
面
と
な
る
、
画
期
的
な
図
像
が
出
現
し
た
。
そ
の
図
像
こ
そ
が
、
図
十
（
）
に
外
な
ら
な
い
。
図
十
が
何
故
、
画
期
的
か
と
い
う
と
、
画
面
の
左
に
、
巨
為
官
問
得
金
時
（
巨
、
官
の
為
に
金
を
得
る
を
問
わ
る
る
時
）
な
る
題
記
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
本
題
記
の
出
現
に
よ
っ
て
、
図
十
の
図
柄
が
⑦
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
２
）
の
場
面
と
確
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
北
魏
時
代
の
郭
巨
図
に
、
⑦
の
場
面
の
具
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
、
も
は
や
動
か
し
様
の
な
い
事
実
と
な
る
だ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
仮
説
に
過
ぎ
な
か
っ
た
、
図
十
一
（
）
や
図
十
三
（
）
を
め
ぐ
る
、
⑦
の
場
面
と
し
て
の
推
測
が
、
図
十
（
）
の
出
現
に
よ
り
、
漸
く
裏
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
孝
子
伝
図
研
究
史
、
特
に
郭
巨
図
の
研
究
史
に
お
い
て
、
⑦
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
２
）
の
存
在
が
、
確
定
さ
れ
た
こ
と
の
学
術
的
意
義
は
、
極
め
て
大
き
い
。
と
こ
ろ
で
、
図
十
を
見
る
と
、
画
面
の
中
央
、
黄
金
の
釜
の
上
に
、
三
行
に
亙
る
題
記
様
の
文
字
が
刻
さ
れ
る
（
図
十
四
）。
そ
の
文
言
図十三 呉氏蔵北魏崑崙石床（郭巨)
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を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
天
賜
黄
金
壱
釜
官
不
奪
民
不
取
こ
れ
は
、
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
文
言
は
、
例
え
ば
敦
煌
本
事
森
な
ど
に
、
郭
巨
の
掘
り
出
し
た
黄
金
の
釜
の
、
其
上
有
一
鉄
券
云
以
下
に
記
さ
れ
る
文
言
と
一
致
す
る
。
鉄
券
は
後
述
、
丹
書
鉄
券
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
、
古
代
中
国
以
来
の
或
る
種
の
契
約
文
書
の
称
で
あ
る
（
丹
書
は
、
丹
砂
を
用
い
て
塡
字
さ
れ
た
こ
と
か
ら
言
う
）。
翻
っ
て
、
図
十
二
、
郭
巨
石
脚
Ｆ
の
官
人
像
を
見
る
と
、
そ
の
官
人
は
、
二
枚
の
短たん
冊ざく
様よう
の
も
の
を
両
手
で
捧
げ
持
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
短
冊
様
の
も
の
の
一
枚
は
、
実
は
、
郭
巨
石
脚
Ｂ
即
ち
、
④
穴
掘
り
、
黄
金
の
場
面
に
見
え
る
、
黄
金
の
釜
の
上
に
添
え
ら
れ
た
、
鉄
券
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
（
図
十
五
）。
そ
し
て
、
上
掲
敦
煌
本
事
森
、
句
道
興
捜
神
記
に
は
、
・
其
上
有
一
鉄
券
云
、
天
帝
賜
孝
子
黄
金
。
官
不
得
奪
、
移私
）
不
許
侵
（
敦
煌
本
事
森
）
・
々釜
）
上
有
銘
曰
、
天
賜
孝
子
之
金
。
郭
巨
殺
子
存
母
命
、
遂
賜
黄
金
一
釜
。
官
不
得
奪
、
私
不
得
取
（
句
道
興
捜
神
記
）
と
あ
る
か
ら
、「
天
帝
賜
孝
子
黄
金
」（
敦
煌
本
事
森
）
以
下
の
句
は
、
そ
の
鉄
券
に
書
か
れ
て
い
た
文
言
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
即
ち
、
本
石
脚
郭
巨
図
Ｄ
の
、
黄
金
の
釜
の
上
に
見
え
る
題
記
様
の
句
は
（
図
十
四
）、
郭
巨
の
掘
り
出
し
た
黄
金
の
釜
に
添
え
ら
れ
て
い
た
、
鉄
券
（
敦
煌
本
事
森
）
の
文
言
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
郭
巨
図
に
は
も
う
一
例
、
題
記
に
当
句
を
記
す
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
が
⑵
寧
夏
固
原
北
魏
墓
漆
棺
画
Ｃ
で
あ
る
（
図
十
六
。
題
記
「
官
不
得
奪
）
徳
脱
私
不
徳得
）
与
」。
与
は
、
取
る
意
）。
図
十
五
は
、
④
穴
掘
り
、
黄
金
の
場
面
を
描
い
た
も
の
で
、
そ
の
題
記
、
官
不
得
奪
）
徳
脱
私
不
徳得
）
与
は
、
明
ら
か
に
当
句
の
一
部
で
あ
り
（「
天
賜
黄
金
）
皇
今
一
父釜
）
」
は
、
Ｂ
図十四 郭巨図（Ｄ。黄金の釜)
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③
道
行
の
題
記
に
見
え
る
）、
図
十
六
に
お
い
て
、
当
題
記
が
黄
金
の
釜
の
左
上
に
記
さ
れ
る
の
も
、
そ
れ
が
黄
金
の
釜
に
添
え
ら
れ
た
、
文
言
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
す
も
の
に
違
い
な
い
。
⑵
は
、
北
魏
太
和
（
四
七
七
｜
九
九
）
頃
の
制
作
と
さ
れ
る
優
品
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
棺
側
左
の
上
欄
に
、
八
場
面
に
も
及
ぶ
舜
図
を
擁
す
る
な
ど
、
従
来
の
孝
子
伝
図
の
見
方
を
一
変
さ
せ
る
に
到
っ
た
、
最
重
要
遺
品
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
郭
巨
図
中
に
当
句
が
見
え
る
と
い
う
事
実
は
（
図
十
六
）、
北
魏
時
代
の
孝
子
伝
テ
キ
ス
ト
に
当
句
が
存
し
た
こ
と
の
、
強
力
な
証
左
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
と
は
言
え
、
現
存
孝
子
伝
テ
キ
ス
ト
を
眺
め
て
も
、
両
孝
子
伝
以
下
、
当
句
を
載
せ
る
そ
れ
は
、
極
め
て
数
が
限
ら
れ
る
。
後
世
の
も
の
と
な
る
が
、
当
句
を
載
せ
る
、
管
見
に
入
っ
た
資
料
と
し
て
唐
、
李
瀚
の
蒙
求
271
「
郭
巨
将
坑
」
句
注
と
元
、
郭
居
敬
の
全
相
二
十
四
孝
詩
選
と
を
紹
介
し
て
お
く
（
蒙
求
は
、
故
宮
博
物
院
本
の
古
注
、
全
相
二
十
四
孝
詩
選
は
、
身
延
文
庫
本
17
に
拠
る
）。
・
古
注
蒙
求
後②
漢
郭
巨
家
貧
養
老
母
。
妻
生
一
子
。
三
歳
。
母
常
減
食
与
之
。
巨
謂
妻
曰
、
貧
乏
不
能
供
給
。
共
汝
埋
子
。
々
可
再
有
、
母
不
可
再
得
。
妻
不
敢
違
。
巨④
遂
掘
坑
二
尺
余
、
忽
見
黄
金
一
釜
。
釜
上
文
云
、
天
賜
孝
子
郭
巨
。
官
不
得
奪
、
人
不
得
取
。
出
孝
子
伝
。
・
全
相
二
十
四
孝
詩
選
郭
巨
貧
乏
思
供
給
埋
児
願
母
有
黄
金
天
所
賜
光
彩
照
寒
門
郭②
巨
字
文
挙
。
妻
産
一
子
。
三
歳
。
母
常
減
食
与
之
。
巨
謂
曰
、
貧
乏
不
能
供
給
。
共
汝
埋
子
。
々
可
再
有
、
母
不
可
再
得
。
遂④
掘屈）
孔
三
尺
余
、
得
黄
金
一
釜
。
上
云
、
天
賜
郭
巨
。
官
不
得
奪
、
民
不
得
取
全
相
二
十
四
孝
詩
選
は
、
蒙
求
の
系
統
で
あ
る
。
さ
て
、
敦
煌
本
事
森
、
蒙
求
は
、
そ
れ
ぞ
れ
末
尾
に
、「〔
孝
〕
子
伝
」、「
出
孝
子
伝
」
な
ど
と
出
典
注
記
が
あ
る
か
ら
、
唐
代
以
前
に
、
当
句
を
具
え
る
孝
図十五 呉氏蔵郭巨石脚（Ｂ。鉄券)
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子
伝
テ
キ
ス
ト
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
疑
う
余
地
が
な
い
（
お
そ
ら
く
共
に
、
逸
書
類
林
を
出
典
と
す
る
）。
句
道
興
捜
神
記
な
ど
も
、
出
典
を
記
さ
な
い
が
、
孝
子
伝
を
引
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
図
十
四
、
図
十
六
の
題
記
が
、
孝
子
伝
所
載
の
当
句
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
も
は
や
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
図
十
四
（
Ｄ
）
の
、
天ａ
賜
黄
金
壱
釜
。
官ｂ
不
奪
、
民ｃ
不
取
は
、
例
え
ば
句
道
興
捜
神
記
④
に
お
け
る
、
々釜
）
上
有
銘
曰
、
天ａ
…
…
賜
黄
金
一
釜
。
官ｂ
不
得
奪
、
私ｃ
不
得
取
の
、
ａ
ｂ
ｃ
を
引
い
た
も
の
で
あ
り
（
句
道
興
捜
神
記
の
ｂ
ｃ
か
ら
、
「
得
」
字
が
省
略
さ
れ
る
。
同
ｃ
一
字
目
「
私
」
は
、
敦
煌
本
北
堂
書
鈔
体
甲
及
び
、
二
十
四
孝
系
の
全
相
二
十
四
孝
詩
選
竜
大
甲
、
乙
本
と
日
記
故
事
、「
民
」
に
作
る
）、
ま
た
、
図
十
六
（
⑵
Ｃ
）
の
、
官ｂ
不
得
奪
）
徳
脱
、
私ｃ
不
徳得
）
与
は
、
そ
の
ｂ
ｃ
を
引
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
ｃ
の
四
字
目
を
「
与
」
に
作
る
文
献
は
、
管
見
に
入
ら
な
い
）。
四
図
十
四
（
Ｄ
）
や
図
十
六
（
⑵
Ｃ
）
に
記
さ
れ
る
、
当
句
の
ｂ
ｃ
、
官ｂ
不
得
奪
、
私ｃ
不
得
取
（
句
道
興
捜
神
記
）
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が
両
孝
子
伝
以
下
、
ａ
「
天
…
…
賜
黄
金
一
釜
」
の
み
を
留
め
、
多
く
の
資
料
か
ら
姿
を
消
し
て
し
ま
う
事
象
は
、
何
故
起
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
、
郭
巨
の
掘
り
出
し
た
黄
金
の
釜
を
、
役
所
も
私
人
も
郭
巨
か
ら
奪
え
な
い
と
す
る
、
天
の
明
言
を
も
は
や
不
要
と
す
る
よ
う
な
、
何
ら
か
の
事
情
が
働
い
て
い
た
に
違
い
な
い
。
一
方
、
公
も
私
も
、
郭
巨
か
ら
黄
金
を
取
り
上
げ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
、
ｂ
ｃ
の
天
言
に
も
不
審
が
残
る
。
そ
も
そ
も
郭
巨
が
自
分
の
土
地
や
山
か
ら
、
黄
金
の
釜
を
掘
り
出
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
ａ
「
天
…
…
賜
黄
金
一
釜
」
の
天
言
で
事
は
足
り
、
ｂ
ｃ
、
殊
に
ｃ
（
私
、
民
、
人
）
は
、
不
必
要
で
あ
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
何
故
、
天
言
が
ｂ
ｃ
（
公
私
）
を
上
げ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
考
え
て
ゆ
く
と
、
興
味
深
い
資
料
が
存
し
て
い
た
こ
と
に
気
付
く
。
そ
れ
が
前
掲
の
劉
向
孝
子
図伝
）
①
、
郭
巨
の
分
財
を
述
べ
る
件
り
で
あ
る
。
加
え
て
、
郭
巨
の
分
財
に
つ
い
て
は
、
も
う
一
点
、
晋
、
干
宝
と
さ
れ
る
、
二
十
巻
本
捜
神
記
十
一
に
も
、
同
じ
話
が
見
え
る
の
で
、
ま
ず
そ
の
本
文
を
紹
介
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
郭①
巨
隆
慮
人
也
。
一
云
、
河
内
温
人
。
兄
弟
三
人
、
早
喪
父
。
礼
畢
、
二
弟
求
分
。
以
銭
二
千
万
、
二
弟
各
取
千
万
、
巨
独
与
母
居
客
舎
。
夫②
婦
傭
賃
、
以
給
公供
）
養
。
居
有
頃
、
妻
産
男
。
巨
念
、
与
児
妨
事
親
、
一
也
。
老
人
得
食
、
喜
分
児
孫
、
減
饌
、
二
也
。
乃④
於
野
鑿
地
、
欲
埋
児
、
得
石
蓋
、
下
有
黄
金
一
釜
。
中
有
丹
書
、
曰
、
孝
子
郭
巨
、
黄
金
一
釜
、
以
用
賜
汝
。
於
是
名
振
天
下
さ
て
、
劉
向
孝
子
図伝
）
、
二
十
巻
本
捜
神
記
の
①
を
見
る
と
、
・
郭
巨
河
内
温
人
。
甚
富
。
父
没
分
財
、
二
千
万
為余
）
両
分
。
与
両
弟
、
己
独
取
母
供
養
。
寄
住
〔
比
〕
隣
有
凶
宅
無
人
居
者
、
共
推
与
之
居
無
禍
患
（
劉
向
孝
子
図伝
）
）
・
郭
巨
隆
慮
人
也
。
一
云
、
河
内
温
人
。
兄
弟
三
人
、
早
喪
父
。
礼
畢
、
二
弟
求
分
。
以
銭
二
千
万
、
二
弟
各
取
千
万
、
巨
独
与
母
居
客
舎
（
捜
神
記
）
と
あ
っ
て
、
両
書
は
、
全
く
同
じ
内
容
の
話
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
二
十
巻
本
捜
神
記
は
、
お
そ
ら
く
劉
向
孝
子
図伝
）
と
源
を
等
し
く
す
る
、
晋
代
以
前
の
孝
子
伝
を
引
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
通
常
、
郭
巨
物
語
を
捉
え
る
前
提
と
し
て
、
郭
巨
は
「
家
貧
」（
陽
明
本
）
と
理
解
し
て
来
た
、
私
達
を
仰
天
さ
せ
る
の
は
、
郭
巨
が
実
は
大
金
持
だ
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
（「
郭
巨
…
…
甚
富
」
劉
向
孝
子
図伝
）
）。
金
持
だ
っ
た
郭
巨
が
、
貧
乏
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
訳
は
、
郭
巨
に
は
二
人
の
弟
が
い
て
、
父
の
没
後
、
そ
の
二
人
の
弟
が
財
産
の
分
与
を
求
め
た
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
郭
巨
は
、
財
産
を
二
分
し
て
家
諸
共
両
弟
に
与
え
、
自
ら
は
母
親
の
み
を
引
き
取
っ
た
。
だ
か
ら
、
郭
巨
は
、
無
一
文
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
郭
巨
が
住
む
家
も
失
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、「
凶
宅
」（
縁
起
の
悪
い
家
）
に
仮
住
ま
い
し
た
と
か
（
劉
向
孝
子
図伝
）
）、「
客
舎
」（
借
家
しやくや
）
に
移
っ
た
と
か
（
捜
神
記
）、
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
。
郭
巨
が
母
親
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を
引
き
取
っ
た
の
は
無
論
、
彼
が
孝
子
だ
っ
た
か
ら
で
、
そ
れ
に
対
し
、
父
の
没
後
に
彼
の
家
で
起
き
た
こ
と
は
、
分
財
と
呼
ば
れ
る
出
来
事
だ
っ
た
。
分
財
は
、
家
の
力
を
弱
く
す
る
た
め
、
漢
代
で
は
不
孝
と
さ
れ
た
行
為
に
当
た
る
。
郭
巨
が
財
産
の
三
分
の
一
、
家
な
ど
を
取
ら
ず
、
結
果
的
に
貧
乏
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
分
財
に
与
っ
て
孝
道
に
背
く
こ
と
を
、
恐
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
さ
て
、
図
十
四
（
Ｄ
）
や
図
十
六
（
⑵
Ｃ
）
に
見
え
る
、
句
道
興
捜
神
記
の
、
官ｂ
不
得
奪
、
私ｃ
不
得
取
に
当
た
る
ｂ
、
ｃ
は
、
分
財
の
結
果
、
家
も
土
地
も
持
た
な
い
郭
巨
が
掘
り
出
し
た
、
黄
金
の
釜
の
所
有
権
を
判
定
す
る
天
言
だ
っ
た
。
つ
ま
り
郭
巨
は
、
自
分
の
も
の
で
も
な
い
、
人ひと
様さま
の
土
地
か
ら
黄
金
の
釜
を
掘
り
出
し
て
し
ま
っ
た
訳
で
、
そ
れ
が
郭
巨
の
も
の
で
あ
る
保
証
は
、
何
処
に
も
な
い
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
郭
巨
が
そ
れ
を
手
に
入
れ
る
に
は
、
ま
ず
「
黄
金
一
釜
、
天
賜
郭
巨
」（
陽
明
本
）
と
い
う
天
言
ａ
が
、
必
須
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
天ａ
…
…
賜
黄
金
一
釜
。
官ｂ
不
得
奪
、
私ｃ
不
得
取
（
句
道
興
捜
神
記
）
と
さ
れ
る
天
言
の
ｂ
、
ｃ
は
、
郭
巨
が
人
の
土
地
か
ら
、
黄
金
の
釜
を
掘
り
出
し
た
こ
と
を
前
提
と
し
、
ｃ
の
私
（
民
、
人
）
は
、
そ
の
地
主
、
ｂ
の
官
は
、
天
子
を
頂
点
と
す
る
、
公
おおやけ
の
裁
定
機
関
を
差
す
も
の
で
、
当
句
ａ
ｂ
ｃ
は
、
郭
巨
が
人
の
土
地
か
ら
掘
り
出
し
た
、
黄
金
の
釜
の
帰
属
を
め
ぐ
る
、
言
わ
ば
訴
訟
沙
汰
を
、
予
め
封
殺
す
る
た
め
の
天
言
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
郭
巨
物
語
の
結
末
に
当
句
ａ
ｂ
ｃ
を
置
く
な
ら
ば
、
そ
の
郭
巨
物
語
は
、
彼
が
人
様
の
土
地
か
ら
、
黄
金
の
釜
を
掘
り
出
し
た
こ
と
を
、
明
記
す
る
内
容
を
持
つ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
形
の
物
語
こ
そ
が
、
郭
巨
の
物
語
の
原
初
形
態
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
何
故
な
ら
、
同
居
共
財
を
是
と
し
、
異
居
異
財
即
ち
、
分
財
を
不
孝
と
捉
え
る
孝
思
想
は
、
漢
代
殊
に
後
漢
に
盛
ん
と
な
っ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
、
兄
弟
関
係
（
悌
）
を
も
包
含
し
て
い
た
が
、
孝
は
、
次
第
に
親
子
関
係
を
中
心
と
す
る
方
向
へ
と
シ
フ
ト
し
、
や
が
て
変
貌
、
衰
退
す
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
荊
樹
連
陰
の
故
事
と
し
て
知
ら
れ
る
、
分
財
を
め
ぐ
る
田
真
の
物
語
は
、
二
十
四
孝
（
日
記
故
事
系
欠
）
に
残
り
、
日
本
の
御
伽
草
子
『
二
十
四
孝
』
に
も
採
ら
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
大
島
建
彦
氏
が
、「
た
だ
し
、
こ
の
一
編
は
直
接
に
孝
行
に
関
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
」
な
ど
と
評
さ
れ
た
よ
う
に
、
分
財
と
孝
の
関
連
は
、
と
て
も
理
解
し
に
く
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
郭
巨
の
物
語
は
当
初
、
①
分
財
と
い
う
プ
ロ
ロ
ー
グ
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
後
に
分
財
と
孝
の
関
係
が
分
か
り
に
く
く
な
っ
た
た
め
、
や
が
て
省
略
さ
れ
る
に
到
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
理
由
か
ら
、
そ
の
逆
の
過
程
は
考
え
難
い
。
一
方
、
①
分
財
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
に
対
応
す
る
の
が
、
大
団
円
に
当
た
る
、
⑦
188
官
の
黄
金
返
還
の
プ
ロ
ッ
ト
及
び
、
⑦
を
導
く
前
述
、
鉄
券
丹
書
の
銘
文
ａ
、
ｂ
、
ｃ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
①
分
財
の
プ
ロ
ッ
ト
が
無
く
な
る
と
、
ま
ず
⑦
官
の
黄
金
返
還
が
余
分
と
な
っ
て
省
略
さ
れ
、
次
い
で
、
⑦
に
纏
わ
る
、
当
句
の
ｂ
ｃ
の
部
分
的
な
削
除
へ
進
ん
だ
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
両
孝
子
伝
な
ど
に
見
ら
れ
る
、
よ
く
知
ら
れ
た
型
の
郭
巨
物
語
の
誕
生
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
郭
巨
は
、
一
般
的
に
「
家
貧
」
と
設
定
さ
れ
る
だ
け
で
、
郭
巨
の
家
や
土
地
が
誰
の
も
の
か
、
な
ど
と
い
っ
た
事
柄
は
、
全
く
問
題
に
さ
れ
ず
、
黄
金
の
釜
を
掘
り
出
し
た
地
点
即
ち
、
子
供
を
埋
め
よ
う
と
穴
を
掘
っ
た
場
所
も
、
さ
し
た
る
問
題
と
は
な
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
、
そ
の
場
所
は
、
本
来
は
、「
凶
宅
」
の
「
地
」（
劉
向
孝
子
図伝
）
）
と
さ
れ
た
も
の
が
、
面
白
い
こ
と
に
「
後
園薗
）
」（
裏
庭
。
事
森
等
）
と
か
、
「
田
中
」（
）、「
野
」（
二
十
巻
本
捜
神
記
）
と
か
、
最
終
的
に
「
山
中
」（
船
橋
本
）
へ
と
変
化
す
る
。
要
す
る
に
、
そ
の
土
地
の
持
主
が
問
題
と
な
ら
な
い
以
上
、
黄
金
の
釜
の
所
有
権
を
め
ぐ
る
天
言
は
、
郭
巨
に
対
す
る
ａ
「
天
…
…
賜
黄
金
一
釜
」
の
み
で
、
十
分
に
事
足
り
た
の
で
あ
る
。
北
魏
時
代
以
前
の
郭
巨
物
語
を
、
鉄
券
に
書
か
れ
た
文
言
（
図
十
四
、
図
十
六
⑵
）
な
ど
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
考
証
、
再
建
し
て
み
る
時
、
改
め
て
内
容
を
解
釈
し
直
し
て
み
た
い
図
像
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
脚
部
（
郭
巨
石
脚
）
Ａ
の
図
像
で
あ
る
。
図
十
七
は
、
そ
の
郭
巨
石
脚
Ａ
の
図
像
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
併
せ
て
、
図
十
八
に
、
本
石
脚
Ａ
を
も
掲
げ
て
お
き
た
い
（
題
記
「
郭
巨
共
婦
供
養
母
時
」）。
ま
ず
図
十
八
は
、
画
面
右
に
、
跪
く
郭
巨
夫
婦
（
共
に
左
向
き
。
郭
巨
は
、
左
手
に
食
器
を
捧
げ
る
）、
画
面
左
に
、
坐
し
て
左
腕
に
子
供
を
抱
く
母
を
描
く
（
母
は
右
向
き
、
子
供
は
左
向
き
）。
本
図
は
、
題
記
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
②
供
養
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
の
場
面
で
あ
る
。
さ
て
、
図
十
七
を
見
る
と
、
画
面
右
に
、
一
頭
の
馬
（
左
向
き
）、
そ
れ
を
く
郭
巨
（
左
向
き
に
立
つ
）、
画
面
中
央
に
、
両
手
で
食
器
を
捧
げ
る
妻
（
右
向
き
に
立
つ
）、
画
面
左
に
、
一
軒
の
家
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
坐
す
る
母
と
子
供
（
共
に
右
向
き
）
が
描
か
れ
る
。
私
は
、
か
つ
て
当
図
を
、
画
面
左
の
母
と
子
供
か
ら
、
②
供
養
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
の
場
面
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
。
そ
の
こ
と
は
、
当
図
（
図
十
七
）
及
び
、
図
十
八
の
左
に
お
け
る
、
母
と
子
供
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
測
さ
れ
よ
う
（
図
十
七
と
図
十
八
の
子
供
の
こ
と
は
、
後
述
に
従
う
）。
と
こ
ろ
が
、
陽
明
本
を
用
い
た
そ
の
解
釈
で
は
、
図
十
七
に
描
か
れ
る
、
画
面
左
、
家
の
中
の
母
に
対
し
拱
手
し
て
立
つ
、
二
人
の
男
性
（
共
に
左
向
き
。
冠
か
ら
男
性
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
）
と
か
、
画
面
右
端
の
馬
な
ど
が
全
く
説
明
出
来
な
い
の
で
あ
る
（
旧
稿
で
は
、
二
人
の
右
の
童
子
と
共
に
、
侍
者
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
）。
し
か
し
、
二
十
巻
本
捜
神
記
や
劉
向
孝
子
図伝
）
を
参
考
に
、
郭
巨
物
語
が
単
な
る
供
養
（
②
）
か
ら
始
ま
る
の
で
な
く
、
分
財
（
①
）
か
ら
始
ま
る
も
の
と
考
え
る
と
、
図
十
七
（
Ａ
）
は
、
綺
麗
に
解
釈
す
る
こ
と
が
出
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来
る
。
即
ち
、
馬
は
、
母
を
伴
う
郭
巨
の
引
っ
越
し
を
表
わ
す
も
の
で
あ
り
、
二
人
の
男
性
は
、
郭
巨
の
両
弟
で
、
両
弟
が
母
に
別
れ
を
告
げ
る
場
面
を
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
童
子
は
、
両
弟
の
侍
者
だ
ろ
う
）。
北
魏
の
図
像
か
ら
再
建
さ
れ
る
郭
巨
物
語
は
、
②
供
養
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
に
始
ま
り
、
⑥
供
養
（
大
団
円
１
）
に
終
わ
る
、
一
見
シ
ン
プ
ル
な
両
孝
子
伝
等
の
形
に
較
べ
、
そ
の
②
に
先
立
つ
、
も
う
一
つ
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
即
ち
、
①
分
財
か
ら
始
ま
っ
て
、
さ
ら
に
⑥
へ
後
続
す
る
、
も
う
一
つ
の
大
団
円
即
ち
、
⑦
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
２
）
で
終
わ
る
と
い
う
、
よ
り
複
雑
で
大
掛
か
り
な
話
柄
展
開
を
見
せ
る
物
語
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
形
の
郭
巨
物
語
へ
と
、
私
達
を
導
い
た
の
が
、
図
十
（
Ｄ
）、
図
十
六
（
⑵
Ｃ
）
で
あ
り
、
ま
た
、
図
十
一
（
Ｆ
）、
図
十
三
（
Ｃ
）
に
外
な
ら
な
い
こ
と
を
、
改
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
取
り
分
け
呉
氏
蔵
郭
巨
石
脚
は
、
そ
の
Ｆ
に
⑦
を
具
え
る
こ
と
も
さ
り
な
が
ら
（
図
十
一
）、
目
下
唯
一
①
分
財
の
場
面
を
有
す
る
遺
品
と
し
て
、
今
後
の
孝
子
伝
図
研
究
郭
巨
図
の
研
究
に
不
可
欠
の
資
料
で
あ
り
、
将
来
出
現
す
る
で
あ
ろ
う
郭
巨
図
と
の
比
較
対
照
が
、
切
に
俟
た
れ
る
の
で
あ
る
。
図
十
九
は
、
北
朝
芸
術
博
物
館
蔵
郭
巨
董
黯
石
脚
の
郭
巨
図
Ｃ
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
左
端
の
題
記
に
は
、
巨
共
妻
）
子
得
金
釜
と
刻
さ
れ
る
か
ら
、
本
図
は
、
郭
巨
物
語
に
お
け
る
④
穴
掘
り
、
黄
図十九 郭巨董黯石脚（郭巨Ｃ）
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金
の
場
面
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
か
で
あ
る
。
画
面
右
、
左
手
に
子
供
を
抱
き
、
右
手
で
そ
れ
を
指
差
す
の
が
妻
で
あ
る
（
共
に
左
向
き
）。
画
面
左
、
右
手
に
すき
を
突
き
、
左
手
で
妻
に
子
供
へ
の
何
か
の
指
示
を
送
っ
て
い
る
の
が
郭
巨
で
あ
る
。
二
人
の
間
に
土
盛
り
が
出
来
て
い
る
の
は
、
郭
巨
が
掘
り
出
し
た
土
だ
ろ
う
。
そ
の
土
盛
り
の
上
に
描
か
れ
る
の
が
、
題
記
に
言
う
「
金
一
釜
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
を
よ
く
見
て
み
る
と
、
不
審
な
こ
と
に
、
続
く
郭
巨
図
Ｄ
（
図
十
）
に
描
か
れ
た
黄
金
の
釜
と
は
、
形
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
即
ち
、
図
十
（
Ｄ
）
の
黄
金
の
釜
は
、
④
の
場
面
で
婁
々
見
掛
け
る
、
丸
い
釜
（
但
し
、
周
囲
へ
の
出
っ
張
り
は
な
い
）
の
形
を
し
て
い
る
の
に
対
し
、
本
図
（
Ｃ
）
の
そ
れ
は
、
恰
も
瓦かわらの
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
図
十
（
Ｄ
）
に
描
か
れ
た
、
黄
金
の
釜
と
の
関
係
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
五
今
昔
物
語
集
九
・
一
に
、
黄
金
ノ
釜
有
リ
、
蓋
有
リ
。
其
ノ
蓋
ヲ
開テ
見
レハ
、
釜
ノ
上
ニ
題
テ
文
有
リ
。
其
ノ
文
ニ
云
ク
、
黄
金
ノ
一
ノ
釜
、
天
孝
子
郭
巨
ニ
賜
フ
ト
有
リ
…
…
国
王
聞
キ
驚
キ
給
テ
、
釜
ノ
蓋
ヲ
召
シテ
見
給
フニ
と
言
う
、
の
部
分
が
あ
っ
て
、
そ
の
「
蓋
有
リ
」
に
対
し
、
例
え
ば
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
（
旧
大
系
）
23
の
頭
注
二
三
（
189
頁
）
が
、
蓋
と
は
、
ど
の
類
話
に
も
見
え
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
私
共
研
究
者
を
悩
ま
せ
て
来
た
部
分
で
あ
る
。
さ
て
、
今
昔
の
そ
の
部
分
は
前
掲
、
二
十
巻
本
捜
神
記
の
④
に
、
得
石
蓋
、
下
有
黄
金
一
釜
。
中
有
丹
書
、
曰
、
孝
子
郭
巨
、
黄
金
一
釜
、
以
用
賜
汝
と
記
さ
れ
る
部
分
と
、
明
ら
か
に
関
連
が
あ
る
。
問
題
は
、
そ
の
「
石
蓋
」（
捜
神
記
）、「
蓋
」（
今
昔
）
と
は
、
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
と
「
丹
書
」、「
黄
金
一
釜
」（
捜
神
記
）
と
の
関
係
は
、
一
体
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
は
長
ら
く
私
も
苦
し
め
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
、
何
月
馨
氏
に
よ
る
「
隋
唐
墓
葬
出
土
鉄
券
考
」
な
る
論
を
目
に
す
る
に
及
ん
で
（
以
下
、
何
論
文
と
呼
ぶ
）、
そ
れ
が
氷
解
し
た
。
何
論
文
は
、
一
九
二
、
三
〇
年
代
に
引
き
続
き
、
近
時
陸
続
と
出
土
す
る
隋
唐
代
の
随
葬
鉄
券
を
博
捜
、
そ
の
実
態
を
報
告
す
る
と
同
時
に
、
考
察
を
廻
ら
さ
れ
た
労
作
で
あ
る
。
そ
の
学
術
的
価
値
は
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
殆
ど
実
態
の
知
ら
れ
な
か
っ
た
、
随
葬
鉄
券
と
い
う
も
の
の
実
態
を
明
し
た
こ
と
で
、
例
え
ば
鉄
券
の
保
管
に
石
函
を
伴
う
点
が
上
げ
ら
れ
る
。
図
二
十
は
唐
、
劉
自
政
墓
出
土
の
石
函
と
鉄
券
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
何
氏
撮
影
。
函
内
の
鉄
券
は
破
砕
し
て
い
る
）。
石
函
に
は
蓋
が
あ
っ
て
、
そ
の
表
おもて
面
に
は
、「
鉄
券
函
」（
図
192
二
十
）、「
券
函
」
な
ど
の
刻
銘
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
驚
く
べ
き
事
実
と
言
う
べ
く
、
漸
く
こ
こ
に
、
二
十
巻
本
捜
神
記
の
、「
得
石
蓋
…
…
中
有
丹
書
」
の
文
意
が
判
明
す
る
（
丹
書
は
、
鉄
券
の
こ
と
）。
即
ち
、
郭
巨
が
穴
を
掘
っ
て
い
る
と
、
の
先
が
石
函
の
蓋
に
当
た
り
、
そ
の
蓋
を
開あ
け
る
と
、
中
に
鉄
券
（
丹
書
）
が
入
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
黄
金
の
釜
は
、
石
函
の
下
に
埋
ま
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
今
昔
の
場
合
も
、
そ
の
意
味
に
解
釈
す
べ
き
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
。
何
氏
が
報
告
さ
れ
た
、
図
二
十
な
ど
の
石
函
は
、
唐
代
に
降
る
遺
品
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
上
掲
捜
神
記
の
記
述
は
、
南
北
朝
期
或
い
は
、
漢
代
に
ま
で
溯
る
、
鉄
券
の
保
管
法
と
し
て
の
石
函
の
実
態
を
め
ぐ
る
、
起
源
の
一
つ
を
示
す
文
献
資
料
と
し
て
、
非
常
に
貴
重
な
用
例
と
考
え
ら
れ
る
。
鉄
券
は
、
丹
書
、
丹
書
鉄
券
、
鉄
券
丹
書
な
ど
と
も
称
さ
れ
る
、
或
る
種
の
契
約
文
書
で
あ
る
。
今
、
鉄
券
を
、
次
の
三
つ
に
分
け
る
。
１
伝
世
鉄
券
２
買
地
鉄
券
３
随
葬
鉄
券
何
論
文
に
報
告
さ
れ
た
の
が
、
２
買
地
鉄
券
の
一
類
と
し
て
派
生
し
た
、
３
随
葬
鉄
券
で
あ
る
。
鉄
券
の
起
こ
り
は
、
漢
書
一
下
高
帝
紀
一
下
に
、
（
高
祖
）
又
与
功
臣
剖
符
作
誓
、
丹
書
鉄
契
、
金
石
室
、
蔵
之
宗
廟
と
記
さ
れ
た
、
前
漢
劉
邦
の
事
績
に
始
ま
る
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
「
丹
書
鉄
契
」
は
、
後
漢
書
二
十
列
伝
十
の
蔡
遵
伝
に
、
（
高
祖
）
死
則
疇
其
爵
、
世
無
絶
嗣
、
丹
書
鉄
券
、
伝
於
無
窮
と
、「
丹
書
鉄
券
」
と
言
い
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
ま
た
、
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
か
つ
て
仁
井
田
陞
氏
は
、
そ
れ
を
邦
国
の
約
、
封
爵
の
誓
を
記
す
も
の
と
規
定
し
て
、
鉄
券
は
、
一
種
の
割
符
で
あ
つ
て
、
一
半
は
功
臣
に
頒
賜
し
、
一
半
は
宗
廟
に
保
存
し
、
事
あ
る
と
き
は
つ
き
合
は
せ
の
用
に
供
し
た
と
述
べ
た
上
で
、「
原
物
の
ま
ゝ
後
世
ま
で
伝
存
し
た
」、
１
伝
世
鉄
券
と
し
て
唐
昭
宗
、
乾
寧
四
（
八
九
七
）
年
の
銭
鉄
券
を
詳
し
く
紹
介
さ
れ
た
。
銭
鉄
券
は
、
数
奇
な
伝
世
経
路
を
辿
っ
て
現
在
、
中
国
国
家
博
物
館
の
所
蔵
に
帰
し
て
い
る
。
銭
鉄
券
は
、
最
古
且
つ
、
唯
一
の
伝
世
鉄
券
と
言
う
べ
く
、
明
代
に
作
ら
れ
た
四
（
五
）
つ
の
伝
世
鉄
券
は
、
銭
鉄
券
の
模
造
で
あ
る
。
銭
鉄
券
は
、
縦
図二十 石函、鉄券
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二
九
・
八
糎
、
横
五
二
糎
、
厚
さ
〇
・
四
粍
の
瓦
形
を
し
て
い
る
が
（
何
論
文
）、
そ
の
瓦
の
よ
う
な
形
に
つ
い
て
、
仁
井
田
氏
は
、
程
大
昌
の
演
繁
露
六
「
鉄
券
」
に
基
づ
き
（
演
繁
露
は
唐
、
辛
斉
霊
の
玉
堂
新
制
を
引
く
）、
そ
れ
に
よ
る
と
、
や
は
り
鉄
質
金
字
の
も
の
で
あ
つ
て
、
形
は
正
円
、
そ
の
内
側
を
空
に
し
、
外
側
に
鉄
券
文
を
刻
し
、
古
の
伝
別
の
如
く
、
そ
の
器
を
中
分
し
て
一
は
官
に
蔵
し
一
は
功
臣
に
頒
つ
も
の
で
あ
つ
て
、
鉄
券
の
形
が
半
甑
の
様
な
の
は
そ
の
為
で
あ
り
、
鉄
質
な
の
は
功
を
堅
久
に
録
す
る
の
義
に
と
る
も
の
と
い
ふ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
伝
は
、
割
符
、
甑そう
は
、
こ
し
き
）。
鉄
券
に
は
、
本
人
や
子
孫
の
罪
死
を
免
ず
る
条
が
あ
る
所
か
ら
、
免
死
金
な
ど
と
も
俗
称
さ
れ
る
。
２
買
地
鉄
券
は
、
鉄
券
を
呼
び
名
と
す
る
、
土
地
売
買
文
書
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
近
代
的
な
研
究
は
、
仁
井
田
陞
氏
『
中
国
法
制
史
研
究
』
取
引
法
一
部
二
章
「
漢
魏
六
朝
の
土
地
売
買
文
書
」
に
始
ま
り
、
仁
井
田
氏
は
そ
こ
で
、
二
十
七
点
の
資
料
を
上
げ
ら
れ
た
。
鉄
券
と
呼
ば
れ
る
が
、
そ
の
材
質
は
、
鉄
に
限
ら
れ
る
訳
で
は
な
く
、
木
や
紙
の
他
に
玉
、
鉛
、
、
石
な
ど
の
多
岐
に
亙
る
。
ま
た
、
形
状
も
一
定
せ
ず
、
例
え
ば
鉛
券
な
ど
は
、
短
冊
の
形
を
基
本
と
し
、
券
の
中
に
は
、
瓦
の
形
を
し
た
、
瓦
券
と
称
さ
れ
る
そ
れ
が
あ
っ
て
上
述
、
１
伝
世
鉄
券
と
の
関
連
を
思
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
氏
が
、
鉄
券
に
見
え
る
「
別
」
字
に
関
し
、「
合
同
」「
大
吉
」
な
ど
の
、「
文
字
を
記
し
た
中
央
か
ら
左
右
に
分
っ
て
両
契
と
し
、
売
買
両
当
事
者
が
左
右
の
一
通
ず
つ
を
所
持
す
る
こ
と
と
す
る
も
の
で
あ
る
」（
421
頁
）
と
言
わ
れ
る
こ
と
は
前
引
、
１
伝
世
鉄
券
が
「
一
種
の
割
符
で
あ
」
る
こ
と
と
、
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
取
り
分
け
、
鉄
券
の
如
律
令
文
言
に
表
わ
れ
る
、「
官
有
政
、
民
私
）
私
」、「
官
有
政
法
、
人
従
私
契
」、「
官
有
政
法
、
不
取
私
約
」
等
の
句
は
（
451
、
461
頁
）、
郭
巨
物
語
の
天
言
ｂ
ｃ
成
立
の
直
接
的
契
機
を
な
す
も
の
と
し
て
、
天
言
ａ
と
関
わ
る
「
如
天
帝
律
令
」
な
ど
と
共
に
（
450
、
451
頁
）、
看
過
し
難
い
も
の
が
あ
り
、
今
後
の
さ
ら
な
る
検
討
が
俟
た
れ
よ
う
。
３
随
葬
鉄
券
は
、
今
般
の
何
論
文
が
明
ら
か
と
し
た
、
新
た
な
鉄
券
の
概
念
で
あ
る
。
鉄
券
の
研
究
は
、
仁
井
田
氏
の
後
も
一
層
の
深
化
を
遂
げ
て
ゆ
く
が
、
１
伝
世
鉄
券
や
２
買
地
鉄
券
は
、
そ
も
そ
も
地
中
に
埋
め
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
郭
巨
物
語
に
お
け
る
、
土
中
か
ら
出
現
し
た
鉄
券
と
、
従
来
の
鉄
券
の
概
念
と
は
、
今
一
つ
嚙
み
合
う
所
が
な
か
っ
た
。
早
く
仁
井
田
氏
も
、「
地
か
ら
発
見
さ
れ
」
「
地
に
埋
め
た
も
の
」
と
し
て
の
墓
田
売
買
文
書
や
（
406
頁
）、
そ
れ
が
「
土
地
の
売
主
は
必
ず
し
も
現
実
の
人
で
は
な
く
、
信
仰
上
の
土
地
支
配
者
〔
仁
井
田
氏
は
、
そ
れ
を
「
土
神
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
〕
を
売
主
と
す
る
も
の
が
し
ば
し
ば
存
す
る
こ
と
」（
431
頁
）、
「
土
地
の
売
主
を
、
東
王
公
・
西
王
母
と
す
る
も
の
が
あ
る
」
こ
と
194
（
呉
黄
武
四
二
二
五
年
十
一
月
鉄
券
。
431
頁
）、
さ
ら
に
「「
も
し
将
来
買
っ
た
地
に
つ
い
て
問
題
が
生
じ
た
時
は
天
帝
に
、
宅
に
つ
い
て
は
土
伯
に
と
い
は
か
る
（
詢
）
べ
し
。
東
王
公
西
王
母
を
売
買
契
約
の
任
知
者
と
す
る
云
々
」
と
い
う
も
の
や
（
晋
咸
康
四
三
三
八
年
二
月
鉄
券
。
434
頁
）、「「
任
知
者
」
に
東
王
公
・
西
王
母
〔
同
上
〕、「
時
知
者
」
に
東
皇
父
・
西
王
母
、「
任
者
」
に
列
仙
伝
に
見
る
王
子
橋喬
）
な
ど
の
よ
う
に
、
神
仙
ら
を
も
っ
て
あ
て
て
い
る
」
も
の
が
あ
る
こ
と
（
元
嘉
九
四
三
二
年
十
一
月
鉄
券
。
47
頁
）
に
留
意
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
全
て
、
２
買
地
鉄
券
と
し
て
一
括
さ
れ
て
い
た
側
面
が
、
問
題
を
分
か
り
に
く
く
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
研
究
状
況
下
、
石
函
を
伴
っ
て
専
ら
土
中
へ
埋
め
ら
れ
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
、
３
随
葬
鉄
券
と
い
う
概
念
の
存
在
を
確
立
し
た
、
何
論
文
の
学
術
的
意
義
は
甚
だ
大
き
い
。
何
論
文
は
ま
ず
、
隋
唐
墓
か
ら
よ
く
出
土
す
る
、
３
随
葬
鉄
券
の
大
き
さ
を
、
縦
二
、
三
十
糎
、
横
十
糎
前
後
、
厚
さ
一
粍
足
ら
ず
の
長
方
形
の
も
の
と
規
定
す
る
。
ま
た
、
朱
書
さ
れ
た
も
の
や
、
皿
頂
式
の
石
函
を
伴
う
も
の
が
あ
る
こ
と
は
、
前
に
触
れ
た
。
そ
し
て
、
北
官
の
宅
葬
書
、
地
理
新
書
十
四
「
斬
草
忌
竜
虎
符
入
墓
年
月
」
の
、
・
斬
草
者
、
断
音
短
悪
鬼
、
安
亡
魂
也
。
鬼
律
云
、
葬
不
斬
草
、
買
地
不
立
券
者
、
名
曰
盗
葬
、
大
凶
…
…
凡
斬
草
日
、
不
宜
与
葬
月
同
。
凡
斬
草
日
、
必
丹
書
鉄
券
埋
地
心
…
…
公
侯
已
下
皆
須
鉄
券
二
長
闊
如
祭
板
、
朱
書
其
文
、
置
於
黄
帝
位
前
。
其
一
埋
於
明
堂
位
心
、
其
一
置
穴
中
柩
前
埋
之
・
両
券
背
上
書
合
同
字
…
…
用
鉄
為
地
券
と
言
う
記
述
を
引
い
て
、
３
随
葬
鉄
券
は
当
時
、
民
間
に
流
行
し
た
斬
葬
儀
に
則
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
（
何
氏
は
、
隋
の
陶
智
洪
鉄
券
の
「（
大
業
六
六
一
〇
年
二
月
二
十
一
日
）
斬
草
」
と
あ
る
記
載
を
上
げ
ら
れ
る
）、
そ
れ
は
、
新
草
儀
に
お
い
て
、
朱
書
さ
れ
、
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
な
ど
と
説
か
れ
た
、
鉄
券
と
一
致
し
て
い
る
所
か
ら
、
１
伝
世
鉄
券
の
形
制
を
受
け
、
２
買
地
鉄
券
の
体
裁
を
借
り
た
、
喪
葬
目
的
の
「
買
地
立
券
」（
地
理
新
書
）、
即
ち
、
３
随
葬
鉄
券
で
あ
ろ
う
と
論
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
こ
に
、
郭
巨
物
語
の
鉄
券
の
、
土
中
か
ら
出
現
し
た
理
由
が
、
判
然
と
す
る
。
３
随
葬
鉄
券
は
、
随
葬
さ
れ
る
物
だ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
二
つ
の
鉄
券
は
、
共
に
土
中
に
あ
る
べ
き
物
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
（
地
理
新
書
「
其
一
埋
於
明
堂
位
心
、
其
一
置
穴
中
柩
前
埋
之
」）。
そ
し
て
、
隋
唐
に
流
行
し
た
、
３
随
葬
鉄
券
は
、
漢
魏
六
朝
時
代
の
２
買
地
鉄
券
の
内
、
例
え
ば
仁
井
田
氏
の
指
摘
し
た
、
墓
田
売
買
文
書
の
系
譜
に
連
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
全
く
疑
う
余
地
が
な
い
。
こ
こ
で
、
郭
巨
物
語
に
お
け
る
鉄
券
の
由
来
を
検
討
す
べ
く
、
上
記
１
｜
３
の
鉄
券
の
内
容
を
、
そ
の
天
言
ａ
｜
ｃ
を
用
い
て
纏
め
て
み
た
い
。
ま
ず
、
１
伝
世
鉄
券
は
、
天
の
子
と
し
て
の
天
子
か
ら
、
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功
臣
に
下
賜
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
、
２
買
地
鉄
券
は
、
仁
井
田
氏
が
「
私
人
間
の
契
約
書
」
と
さ
れ
た
よ
う
に
（
404
頁
）、
民
と
民
と
の
契
約
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。
３
随
葬
鉄
券
は
、
溯
っ
て
漢
魏
六
朝
期
の
墓
田
売
買
文
書
で
言
う
な
ら
、
売
主
が
単
な
る
民
で
は
な
く
、
仁
井
田
氏
の
言
う
土
神
、
即
ち
、
民
間
「
信
仰
上
の
土
地
支
配
者
」
で
あ
る
こ
と
が
、
一
風
変
わ
っ
て
い
る
（
431
頁
）。
つ
ま
り
そ
の
売
主
は
、
此
界
（
こ
の
世
）
の
も
の
で
な
く
、
言
わ
ば
異
界
の
も
の
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
一
方
、
買
主
の
方
も
、
そ
れ
を
墓
主
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
も
こ
の
世
の
も
の
で
は
な
く
、
死
者
の
世
界
に
属
す
る
も
の
と
な
る
（
施
主
な
ら
、
此
界
）。
そ
し
て
、
墓
田
の
売
主
で
あ
る
、
天
帝
配
下
の
土
神
が
、
こ
の
世
の
も
の
で
な
く
、
冥
界
（
異
界
）
の
土
地
支
配
者
で
あ
る
こ
と
が
、
墓
域
へ
の
悪
鬼
の
侵
害
を
防
ぎ
、
亡
魂
が
そ
こ
で
安
ら
ぐ
こ
と
を
可
能
と
す
る
（
地
理
新
書
）、
所
以
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。
今
、
１
｜
３
の
鉄
券
（
１
伝
世
鉄
券
、
２
買
地
鉄
券
、
３
随
葬
鉄
券
）
と
郭
巨
の
鉄
券
と
の
関
係
を
、
概
念
図
と
し
て
示
せ
ば
、
図
二
十
一
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
（
。
天
の
左
が
此
界
こ
の
世
、
右
が
異
界
と
な
る
。
は
下
賜
、
は
売
買
を
表
わ
す
）。
ま
ず
郭
巨
の
鉄
券
は
、
１
伝
世
鉄
券
を
踏
襲
し
、
天
か
ら
下
賜
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
鉄
券
は
、
天
子
か
ら
で
な
く
、
天
子
を
越
え
て
そ
の
上
に
あ
る
、
天
か
ら
直
接
、
下
賜
さ
れ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
こ
の
こ
と
は
、
天
言
ａ
が
天
か
ら
民
（
郭
巨
）
へ
の
宣
誓
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
物
語
上
、
天
子
は
む
し
ろ
官
の
一
部
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
即
ち
、
郭
巨
の
鉄
券
（
及
び
、
黄
金
の
釜
）
は
、
此
界
（
こ
の
世
）
の
も
の
で
は
な
く
、
天
か
ら
下
賜
さ
れ
た
物
で
あ
り
、
例
え
天
子
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
介
入
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
（
ｂ
）。
そ
し
て
、
郭
巨
の
鉄
券
は
、
そ
の
下
賜
関
係
を
、
３
随
葬
鉄
券
に
借
り
て
い
る
。
３
で
言
え
ば
、
鉄
券
に
よ
っ
て
、
異
界
の
土
神
か
ら
民
へ
の
墓
田
下
賜
と
な
る
所
を
、
鉄
券
に
よ
る
、
土
神
の
上
位
の
天
帝
か
ら
民
（
郭
巨
）
へ
の
、
直
接
的
な
黄
金
の
釜
の
下
賜
と
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
こ
と
が
、
鉄
券
及
び
、
黄
金
の
釜
の
土
中
か
ら
出
現
す
る
、
根
本
的
な
理
由
と
な
っ
て
い
る
。
１
伝
世
鉄
券
を
踏
襲
し
つ
つ
、
そ
の
鉄
券
と
黄
金
の
釜
は
、
此
界
の
天
子
か
ら
下
賜
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
言
わ
ば
異
界
の
天
か
ら
下
賜
さ
れ
た
物
だ
っ
た
か
ら
、
詮
ず
る
所
、
そ
れ
ら
は
地
か
ら
湧
く
か
、
天
か
ら
降
る
し
か
、
道
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
呉
氏
蔵
門
生
石
床
の
郭
巨
図
Ｂ
を
見
る
と
実
際
、
黄
金
(此界)(異界)
天
帝
）
３
土
神
天
１
天
子
功
臣
民
官
）
民２民郭巨
図二十一 １－３の鉄券と郭巨の鉄券
196
の
釜
が
天
か
ら
降
っ
て
い
て
上
に
は
天
女
が
描
か
れ
る
、
妻
が
そ
れ
を
仰
ぎ
見
、
驚
い
て
い
る
例
が
あ
る
。
上
記
拙
稿
Ⅳ
版
図
三
右
、
図
九
B
参
照
）。
ま
た
、
鉄
券
の
拝
領
者
が
、
１
の
切
臣
や
⑶
の
墓
主
で
な
く
、
生
き
た
民
の
郭
巨
で
あ
る
点
こ
そ
は
、
２
買
地
鉄
券
に
お
け
る
、
民
民
の
契
約
に
倣
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
即
ち
、
郭
巨
物
語
の
鉄
券
は
、
１
伝
世
鉄
券
の
下
賜
関
係
２
買
地
鉄
券
の
、
民
民
の
契
約
関
係
３
随
葬
鉄
券
の
、
売
主
を
異
界
の
土
神
と
す
る
こ
と
な
ど
、
１
｜
３
の
鉄
券
に
お
け
る
、
制
度
的
な
下
賜
及
び
、
契
約
関
係
と
い
う
も
の
を
巧
み
に
組
み
合
わ
せ
、
就
中
、
１
伝
世
鉄
券
に
お
け
る
、１
天
子
功
臣
と
い
う
下
賜
関
係
の
上
下
を
、
天
子
の
さ
ら
に
上
の
天
か
ら
、
最
下
の
民
の
郭
巨
へ
と
拡
張
し
て
、
仮
構
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
組
み
立
て
ら
れ
た
鉄
券
の
役
割
は
、
天
か
ら
郭
巨
に
下
賜
さ
れ
た
、
黄
金
の
釜
の
領
有
権
に
対
す
る
、
天
子
を
含
む
官
で
あ
れ
、
民
（
人
、
私
）
で
あ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
の
異
議
申
し
立
て
を
、
予
め
封
殺
す
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
人
の
土
地
か
ら
掘
り
出
し
た
黄
金
の
釜
を
、
郭
巨
が
自
分
の
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
だ
け
の
仕
掛
け
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
郭
巨
物
語
は
、
文
学
の
所
産
で
あ
り
、
そ
の
鉄
券
も
ま
た
、
仮
構
の
一
部
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
鉄
券
の
背
後
に
、
当
時
の
複
雑
な
社
会
制
度
、
風
俗
の
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
の
も
、
文
学
研
究
の
責
務
に
違
い
な
い
。
六
図
二
十
二
は
上
記
、
１
伝
世
鉄
券
の
稀
少
な
遺
品
、
銭
鉄
券
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
て
、
図
十
九
の
本
石
脚
、
郭
巨
図
Ｃ
の
中
央
に
描
か
れ
た
前
述
、
瓦
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
も
の
は
、
黄
金
の
釜
で
は
な
く
、
鉄
券
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
図
二
十
二
と
同
じ
型
の
鉄
券
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
現
存
す
る
唐
代
以
前
の
１
伝
世
鉄
券
の
遺
品
例
は
、
纔
か
に
図
二
十
二
の
銭
鉄
券
の
一
例
が
知
ら
れ
る
の
み
に
過
ぎ
な
い
が
、
１
伝
世
鉄
券
自
体
は
唐
代
、
大
量
に
頒
賜
さ
れ
た
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
且
つ
、
そ
の
起
源
と
伝
流
は
、
遥
か
に
漢
代
に
ま
で
溯
る
歴
史
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
図
十
九
に
描
か
れ
た
鉄
券
及
び
、
そ
の
形
は
、
唐
代
の
銭
鉄
券
と
同
型
の
そ
れ
が
、
溯
っ
て
北
魏
時
代
に
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
、
大
変
貴
重
な
証
拠
と
な
る
だ
ろ
う
。
さ
て
、
図
十
九
（
郭
巨
図
Ｃ
）
に
続
く
、
図
十
（
郭
巨
図
Ｄ
）
に
見
え
る
天
言
（
図
十
四
）、
天ａ
賜
黄
金
壱
釜
。
官ｂ
不
〔
得
〕
奪
、
民ｃ
不
〔
得
〕
取
は
、
図
十
九
の
鉄
券
の
表おもて面
（
凸
面
）
に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
黄
金
の
釜
の
上
に
そ
れ
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
（
恰
も
釜
か
ら
伸
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び
た
二
本
の
手
が
、
鉄
券
を
捧
げ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
手
足
の
あ
る
そ
の
黄
金
の
釜
は
、
⑶
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
北
魏
石
棺
の
そ
れ
に
酷
似
す
る
図
二
十
三
）、
鉄
券
が
元
来
、
そ
の
上
に
添
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。
図
十
九
の
鉄
券
の
上
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
黄
金
と
も
解
釈
出
来
る
が
（
図
二
十
三
参
照
）、
鉄
券
の
上
に
黄
金
が
来
る
の
も
不
可
解
で
（
鉄
券
の
向
こ
う
に
、
釜
の
一
部
が
描
か
れ
る
か
）、
黄
金
の
光
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
よ
く
似
た
黄
金
の
釜
の
光
が
、
呉
氏
蔵
門
生
石
床
Ｂ
や
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
美
術
館
蔵
北
魏
石
床
の
郭
巨
図
に
見
え
て
い
る
（
図
二
十
四
、
図
二
十
五
）。
一
方
、
呉
氏
蔵
郭
巨
石
脚
Ｂ
（
図
十
五
）
に
見
え
る
、
釜
の
口
に
添
え
ら
れ
た
鉄
券
が
、
同
Ｆ
（
図
十
一
、
図
十
二
）
に
見
え
る
、
官
人
の
捧
げ
持
っ
た
鉄
券
で
あ
る
こ
と
は
、
前
述
の
如
く
だ
が
、
図
十
二
の
官
人
の
持
っ
た
そ
れ
が
、
二
枚
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
鉄
券
と
い
う
も
の
が
元
来
、
二
枚
作
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
併
せ
れ
ば
、
容
易
に
説
明
の
付
く
事
柄
で
あ
る
。
図
十
二
に
お
け
る
、
二
枚
目
の
鉄
券
は
、
お
そ
ら
く
一
枚
目
の
そ
れ
が
出
現
し
た
時
に
（
図
十
五
）、
朝
廷
の
宗
廟
（
漢
書
）
等
に
、
同
時
に
出
現
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
繰
り
返
す
が
、
北
魏
以
前
の
郭
巨
物
語
は
、
淘
汰
さ
れ
ス
リ
ム
化
し
て
し
ま
っ
た
、
今
日
の
そ
れ
か
ら
は
想
像
し
難
い
程
、
起
伏
に
富
ん
だ
複
雑
な
物
語
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
⑦
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
２
）
の
場
面
を
め
ぐ
る
、
例
え
ば
図
十
（
本
石
脚
）
や
図
十
一
（
郭
巨
石
脚
）、
図
十
三
（
）
図二十二 銭 鉄券
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な
ど
は
、
そ
の
こ
と
を
如
実
に
示
す
、
北
魏
時
代
の
一
級
資
料
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
郭
巨
物
語
は
余
程
、
人
気
の
あ
っ
た
も
の
と
見
え
、
そ
の
分
、
遺
品
の
数
も
厖
大
で
あ
る
。
一
方
、
テ
キ
ス
ト
面
も
同
様
で
あ
る
。
中
で
、
極
め
て
簡
略
な
形
な
が
ら
前
掲
、
蒙
求
や
二
十
四
孝
な
ど
に
、
⑦
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
２
）
の
中
核
を
成
す
、
図
十
四
の
天
言
ａ
ｂ
ｃ
が
記
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
な
お
注
目
す
べ
き
こ
と
だ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
そ
れ
ら
は
、
幼
学
に
外
な
ら
ず
、
郭
巨
物
語
の
流
布
と
図
像
制
作
の
、
原
動
力
と
見
做
さ
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
孝
子
伝
と
孝
子
伝
図
は
、
そ
の
幼
学
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
変
貌
さ
せ
ら
れ
て
ゆ
く
。
本
石
脚
（
）
や
呉
氏
蔵
郭
巨
石
脚
、
呉
氏
蔵
崑
崙
石
床
な
ど
、
近
時
知
ら
れ
る
に
到
っ
た
、
新
た
な
郭
巨
図
か
ら
、
そ
の
物
語
を
復
元
し
て
み
る
と
、
例
え
ば
そ
れ
が
、
二
つ
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
（
①
分
財
、
②
供
養
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
と
、
二
つ
の
大
団
円
（
⑥
供
養
大
団
円
１
、
⑦
官
の
黄
金
返
還
大
団
円
２
）
を
持
つ
こ
と
な
ど
は
、
そ
の
変
貌
の
過
程
を
逆
に
辿
っ
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
り
、
始
め
て
判
明
し
た
事
柄
で
あ
る
。
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
大
団
円
を
一
つ
の
枠
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
原
初
の
郭
巨
物
語
は
、
二
つ
の
枠
組
み
を
持
つ
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
変
貌
の
結
果
、
言
わ
ば
外
側
の
枠
に
当
た
る
、
第
一
の
枠
が
取
り
外
さ
れ
消
え
て
い
っ
た
。
そ
れ
が
両
孝
子
伝
等
、
今
に
残
る
、
殆
ど
の
郭
巨
物
語
の
形
で
あ
る
。
図
十
七
は
、
呉
氏
蔵
郭
巨
石
脚
Ａ
を
示
し
た
も
の
で
、
今
般
①
図二十三 (３)黄金の釜
図二十五 (15)黄金の
釜の光
図二十四 (14Ｂ)黄金の
釜の光
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分
財
の
場
面
と
認
定
し
た
図
像
に
当
た
り
、
二
つ
の
枠
組
み
の
内
、
プ
ロ
ロ
ー
グ
の
方
の
第
一
に
該
当
す
る
、
目
下
唯
一
の
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
二
つ
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
は
、
①
分
財
か
ら
②
供
養
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
へ
と
続
き
、
例
え
ば
図
十
七
の
左
端
部
分
が
、
②
と
も
見
ら
れ
よ
う
こ
と
は
、
先
に
も
触
れ
た
如
く
で
あ
る
。
そ
の
左
端
を
見
る
と
、
屋
内
に
郭
巨
の
母
と
子
供
が
坐
っ
て
い
る
。
考
え
て
み
る
と
、
郭
巨
物
語
の
冒
頭
を
描
い
た
①
分
財
の
場
面
に
、
早
く
も
郭
巨
の
子
供
が
登
場
す
る
の
は
、
聊
か
不
審
な
こ
と
で
は
な
い
か
。
し
か
も
そ
の
子
供
が
抱
か
れ
て
お
ら
ず
、
坐
っ
て
い
る
所
を
見
る
と
、
子
供
は
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
子
供
で
は
な
く
、
何
歳
か
の
子
供
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
て
、
こ
の
こ
と
は
、
二
つ
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
（
①
分
財
、
②
供
養
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
の
場
面
と
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
最
後
に
、
郭
巨
の
子
供
を
め
ぐ
る
、
②
供
養
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
の
場
面
の
問
題
を
、
少
し
検
討
し
て
お
き
た
い
。
郭
巨
は
、
自
分
の
子
供
を
生
き
埋
め
に
し
よ
う
と
す
る
が
、
そ
の
子
は
一
体
、
幾
つ
だ
っ
た
の
か
。
文
献
の
記
載
は
、
一
様
で
は
な
い
。
ま
ず
陽
明
本
な
ど
は
、「
其
婦
忽
然
生
一
男
子
。
便
共
議
言
」
と
言
い
、
子
供
の
年
齢
を
記
さ
ず
、
単
純
に
解
釈
す
れ
ば
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
子
供
を
、
直
ち
に
殺
そ
う
と
し
た
よ
う
に
も
読
め
、
こ
の
形
の
も
の
は
、
数
が
多
い
。
そ
れ
に
対
し
、
例
え
ば
、
・
巨
有
一
子
、
年
始
両
歳
（
句
道
興
捜
神
記
）
・
妻
生
一
子
、
年
三
歳
（
敦
煌
本
事
森
）
・
妻
一
ノ
男
子
ヲ
生
セリ
。
其
ノ
子
漸
ク
長
大
シテ
、
六
、
七
歳
ニ
成
ル
程
ニ
（
今
昔
物
語
集
）
な
ど
、
子
供
の
年
を
二
才
、
三
才
、
六
才
、
七
才
と
す
る
も
の
も
あ
る
（
蒙
求
、
二
十
四
孝
も
三
歳
）。
従
っ
て
、
現
存
の
孝
子
伝
テ
キ
ス
ト
か
ら
、
殺
さ
れ
か
け
た
子
供
の
年
齢
を
確
定
す
る
こ
と
は
、
殆
ど
不
可
能
と
す
べ
き
で
あ
る
。
常
識
的
に
考
え
る
な
ら
、
乳ち
飲のみ
子ご
段
階
の
郭
巨
の
子
供
が
、
直
ち
に
母
の
食
事
の
量
に
関
わ
る
と
も
思
わ
れ
な
い
か
ら
、
子
供
の
食
事
が
母
の
そ
れ
と
関
わ
っ
て
く
る
の
は
、
子
供
が
乳ち
離ばな
れ
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
ろ
う
（
Ｊ
・
ク
リ
ー
マ
ー
氏
教
示
）。
と
こ
ろ
で
、
郭
巨
の
子
供
は
、
図
像
面
で
は
、
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
。
意
外
な
こ
と
に
、
例
え
ば
②
供
養
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
と
し
た
、
⑵
Ａ
、
Ａ
、
Ａ
（
本
石
脚
。
図
十
八
）
の
三
図
全
て
に
、
そ
の
子
供
が
登
場
し
て
い
る
（
但
し
、
⑵
Ａ
は
、
不
明
）。
そ
し
て
、
Ａ
の
子
供
は
、
抱
か
れ
、
Ａ
の
子
供
は
、
坐
っ
て
い
る
と
い
う
、
二
通
り
の
子
供
の
姿
が
確
認
さ
れ
る
。
さ
ら
に
③
道
行
の
場
面
に
な
る
と
、
⑵
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｂ
（
本
石
脚
。
図
八
）
の
三
図
中
、
後
二
者
の
子
供
は
、
立
っ
て
歩
い
て
い
る
（
⑵
Ｂ
は
、
不
明
）。
続
く
④
穴
掘
り
、
黄
金
は
、
郭
巨
図
を
代
表
す
る
象
徴
的
な
場
面
で
あ
っ
て
、
全
十
六
図
の
多
き
を
数
え
る
が
、
暫
く
不
明
の
三
図
を
除
き
（
１
、
２
Ｃ
、
６
Ａ
）、
抱
か
れ
る
子
供
の
図
像
が
、
十
三
図
中
の
十
一
図
に
及
ぶ
。
例
外
的
な
の
は
、
Ｂ
と
の
二
図
で
、
前
者
の
子
供
は
坐
っ
て
い
て
、
後
者
は
立
っ
て
い
る
。
⑤
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運
搬
の
場
面
を
見
る
と
、
全
五
図
中
の
二
図
に
は
、
子
供
が
見
え
ず
（
⑵
Ｂ
、
Ｄ
）、
残
る
二
図
の
子
供
は
抱
か
れ
（
⑷
Ｂ
、
⑸
Ｂ
）、
一
図
の
子
供
は
立
っ
て
い
る
（
歩
い
て
い
る
。
Ａ
）。
⑥
供
養
（
大
団
円
１
）
の
場
面
で
は
、
全
十
図
の
内
、
子
供
不
見
の
三
図
を
除
き
（
⑷
Ｃ
、
⑹
Ｂ
、
）、
抱
か
れ
た
一
図
を
例
外
と
し
て
（
⑸
Ｃ
）、
六
図
全
て
の
子
供
が
坐
っ
て
い
る
。
⑺
官
の
黄
金
返
還
（
大
団
円
２
）
の
全
三
図
に
は
、
子
供
が
描
か
れ
て
お
ら
ず
（
Ｆ
は
、
描
き
止さ
す
か
）、
⑧
丑
祠
の
図
像
の
子
供
は
、
坐
っ
て
い
る
（
Ｂ
）。
以
上
の
全
二
十
遺
品
に
お
い
て
、
郭
巨
の
子
供
が
、
立
っ
て
い
る
（
歩
い
て
い
る
）
な
い
し
、
坐
っ
て
い
る
画
象
を
含
む
も
の
は
、
⑶
、
⑺
、
Ｂ
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
、
Ａ
Ｂ
、
、
Ｂ
、
Ａ
Ｂ
、
Ｂ
の
九
遺
品
と
な
る
。
そ
し
て
、
乳
飲
子
が
立
っ
た
り
歩
い
た
り
、
ま
た
、
坐
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
基
本
的
に
不
可
能
だ
か
ら
、
上
記
九
遺
品
の
子
供
は
、
乳
飲
子
で
な
く
、
既
に
乳
離
れ
し
て
、
物
を
食
べ
る
よ
う
に
な
り
、
母
の
食
を
奪
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
含
意
さ
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
す
る
と
、
郭
巨
は
、
生
ま
れ
た
子
供
を
、
直
ち
に
殺
そ
う
と
考
え
た
訳
で
な
く
、
乳
離
れ
す
る
ま
で
の
間
は
、
子
供
を
育
て
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
郭
巨
は
、
そ
の
間
も
、
母
へ
の
供
養
を
怠
ら
な
か
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
実
は
、
こ
の
問
題
が
、
②
供
養
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
の
場
面
の
内
容
と
関
わ
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。
①
分
財
を
描
く
、
図
十
七
（
Ａ
）
を
改
め
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
そ
の
左
端
の
屋
内
に
は
、
母
と
子
供
が
坐
っ
て
い
た
。
図
十
七
を
単
純
に
一
図
と
捉
え
て
し
ま
え
ば
、
郭
巨
に
は
、
分
財
の
時
点
で
子
供
が
い
た
こ
と
に
な
り
、
し
か
も
、
そ
の
子
は
、
既
に
乳
離
れ
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
分
財
を
記
す
、
・
居
有
頃
、
妻
産
男
（
二
十
巻
本
捜
神
記
）
・
共
推
与
之
居
無
禍
患
。
妻
産
男
（
劉
向
孝
子
図伝
）
）
等
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
考
え
て
、
あ
り
得
な
い
場
面
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
子
供
は
、
明
ら
か
に
分
財
の
後
に
生
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
Ａ
は
、
直
ち
に
④
穴
掘
り
、
黄
金
の
Ｂ
の
場
面
に
続
い
て
ゆ
く
た
め
（
或
い
は
、
③
道
行
の
Ｃ
の
場
面
）、
に
は
②
供
養
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
の
場
面
が
見
当
た
ら
ず
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
図
十
七
の
左
端
は
、
そ
の
②
供
養
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
の
場
面
を
、
兼
ね
た
も
の
と
見
做
す
べ
き
で
あ
る
。
加
え
て
、
な
お
腑
に
落
ち
な
い
の
が
、
図
十
七
の
子
供
が
坐
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
現
存
す
る
②
供
養
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
の
三
図
全
て
に
、
子
供
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
前
述
し
た
（
⑵
Ａ
は
、
不
明
）。
そ
の
内
、
Ａ
の
子
供
は
、
や
は
り
坐
っ
て
い
る
が
、
Ａ
（
本
石
脚
Ａ
。
図
十
八
）
の
子
供
は
、
郭
巨
の
母
に
抱
か
れ
て
い
た
。
今
、
そ
の
図
十
八
を
、
例
え
ば
、
郭
巨
家
貧
養
老
母
。
妻
生
一
子
。
三
歳
（
古
注
蒙
求
）
の
線
部
に
当
た
る
も
の
と
考
え
る
と
、
図
十
七
の
左
や
Ａ
は
、
201 北朝芸術博物館蔵の郭巨董黯石脚
線
部
に
当
た
る
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。
即
ち
、
同
じ
②
供
養
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
の
場
面
な
が
ら
、
図
十
八
は
、
子
供
が
誕
生
し
た
場
面
、
図
十
七
左
や
Ａ
は
、
後
に
そ
の
子
が
成
長
し
、
母
の
生
活
を
脅
か
す
よ
う
に
な
っ
て
、
④
穴
掘
り
、
黄
金
の
場
面
を
呼
び
起
こ
す
、
よ
り
緊
迫
し
た
場
面
と
見
做
さ
れ
る
。
す
る
と
、
②
供
養
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
の
場
面
に
お
い
て
将
来
的
に
、
相
異
な
る
二
つ
の
場
面
内
容
を
、
区
別
す
る
必
要
が
出
て
来
よ
う
。
②
供
養
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
場
面
の
さ
ら
に
厄
介
な
問
題
は
、
上
記
古
注
蒙
求
の
本
文
で
言
え
ば
、
線
部
と
線
部
に
先
立
つ
、
線
部
に
該
当
す
る
図
像
が
、
本
来
の
②
供
養
（
プ
ロ
ロ
ー
グ
）
の
場
面
と
想
定
さ
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
目
下
管
見
に
入
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
以
上
、
新
出
の
本
石
脚
の
紹
介
を
兼
ね
つ
つ
、
そ
の
右
半
の
郭
巨
図
と
呉
氏
蔵
郭
巨
石
脚
と
の
関
連
を
中
心
に
、
そ
れ
ら
の
基
と
な
っ
た
北
魏
時
代
の
郭
巨
の
物
語
の
形
を
考
え
て
み
た
。
そ
こ
か
ら
推
定
さ
れ
る
、
北
魏
以
前
の
郭
巨
物
語
テ
キ
ス
ト
の
形
と
い
う
も
の
は
、
現
存
す
る
本
文
群
の
枠
を
大
き
く
越
え
て
し
ま
う
所
か
ら
、
現
存
す
る
郭
巨
物
語
の
文
献
テ
キ
ス
ト
の
限
界
を
、
具
体
的
に
浮
き
彫
り
と
す
る
。
例
え
ば
本
石
脚
や
の
郭
巨
図
を
、
単
独
で
説
明
出
来
る
よ
う
な
本
文
は
、
目
下
現
存
せ
ず
、
い
ず
れ
も
何
ら
か
の
省
略
が
想
定
さ
れ
る
点
、
図
像
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
遺
品
の
構
図
形
成
の
足
跡
を
、
孝
子
伝
図
の
研
究
史
へ
残
す
と
共
に
（
表
二
）、
時
間
の
中
で
淘
汰
さ
れ
て
行
っ
た
、
物
語
本
文
の
形
成
史
と
い
う
も
の
の
検
討
を
、
改
め
て
私
達
に
要
請
す
る
の
で
あ
る
。
近
年
か
つ
て
例
の
な
い
、
孝
子
伝
図
と
し
て
の
郭
巨
図
の
充
実
は
、
テ
キ
ス
ト
研
究
の
未
来
に
一
筋
の
光
明
を
齎
す
と
共
に
、
物
語
本
文
の
復
元
が
、
必
須
と
な
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
例
え
ば
場
面
一
覧
①
｜
⑧
な
ど
は
、
そ
の
第
一
歩
で
あ
り
、
今
後
の
さ
ら
な
る
図
像
の
出
現
に
期
待
し
つ
つ
、
い
ず
れ
郭
巨
物
語
の
復
元
に
取
り
組
み
た
く
思
う
。
付
記
貴
重
な
郭
巨
董
黯
石
脚
の
撮
影
を
許
し
て
下
さ
っ
た
大
同
北
朝
芸
術
博
物
館
、
ま
た
、
そ
の
拓
本
を
始
め
と
す
る
、
貴
重
な
資
料
の
数
々
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
呉
強
華
氏
に
対
し
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
小
稿
は
、
深
圳
市
金
石
芸
術
博
物
館
に
よ
る
北
朝
文
化
研
究
事
業
の
一
環
で
あ
る
。
注①
図
一
は
、
大
同
北
朝
芸
術
研
究
院
『
北
朝
芸
術
研
究
院
蔵
品
図
録
石
』（
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
）
図
版
19
に
拠
る
。
②
図
二
は
、
注
①
前
掲
書
図
版
18
に
拠
る
。
③
図
三
は
、
呉
氏
提
供
の
拓
本
の
写
真
に
拠
る
（
図
十
一
、
十
二
、
十
五
、
十
七
も
同
じ
）
④
拙
稿
「
郭
巨
図
｜
呉
強
華
氏
蔵
北
魏
石
床
脚
部
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
｜
」（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
98
、
平
成
26
年
３
月
）
⑤
図
版
一
｜
図
版
四
は
、
北
朝
芸
術
博
物
館
提
供
の
写
真
に
拠
る
。
⑥
拙
稿
Ⅰ
「
董
黯
贅
語
｜
孝
道
と
復
讐
㈠
｜
』（
拙
著
『
孝
子
伝
図
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
平
成
19
年
。
初
出
平
成
14
年
７
月
Ⅱ
一
３
）
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⑦
拙
稿
Ⅱ
「
呉
強
華
氏
蔵
新
出
北
魏
石
床
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
｜
陽
明
本
孝
子
伝
の
引
用
｜
」（『
京
都
語
文
』
24
、
平
成
28
年
12
月
。
小
稿
の
黄
氏
に
よ
る
中
国
語
訳
「
関
于
深
圳
博
物
館
展
陳
北
魏
石
床
的
孝
子
伝
図
｜
陽
明
本
孝
子
伝
的
引
用
」
が
、
趙
超
、
呉
強
華
氏
『
永
遠
的
北
朝
深
圳
博
物
館
北
朝
石
刻
芸
術
展
』
文
物
出
版
社
、
二
〇
一
六
年
に
収
め
ら
れ
る
）。
⑧
拙
稿
Ⅲ
「
董
黯
図
｜
呉
氏
蔵
北
魏
石
床
（
二
面
）
の
孝
子
伝
図
に
つ
い
て
｜
」（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
10
、
平
成
28
年
３
月
）
⑨
拙
稿
Ⅳ
「
呉
氏
蔵
東
魏
武
定
元
年
門
生
石
床
に
つ
い
て
｜
門
生
石
床
の
孝
子
伝
図
｜
」（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
101
、
平
成
29
年
３
月
）
拙
稿
Ⅴ
「
董
黯
図
㈡
｜
呉
氏
蔵
董
黯
石
床
の
出
現
｜
」（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
102
、
平
成
30
年
３
月
）
拙
稿
Ⅵ
「
呉
氏
蔵
新
出
董
黯
石
床
Ｂ
に
つ
い
て
」（『
佛
教
大
学
文
学
部
論
集
』
103
、
平
成
31
年
３
月
予
定
）
拙
稿
Ⅶ
「
董
黯
覚
書
｜
董
黯
画
巻
の
復
元
｜
」（
近
刊
予
定
）
図
六
、
図
七
は
、
呉
氏
提
供
の
拓
本
写
真
に
拠
る
。
諸
孝
子
伝
に
お
け
る
、
郭
巨
の
記
述
を
比
較
検
討
し
た
労
作
と
し
て
、
中
島
和
歌
子
氏
「
四
系
統
の
孝
子
伝
・
郭
巨
説
話
を
め
ぐ
っ
て
｜
中
古
・
中
世
の
受
容
も
含
め
て
｜
」（『
語
学
文
学
』
39
、
北
海
道
教
育
大
学
語
学
文
学
会
、
平
成
13
年
３
月
）
陽
明
本
、
船
橋
本
孝
子
伝
の
本
文
は
、
幼
学
の
会
『
孝
子
伝
注
解
』
（
汲
古
書
院
、
平
成
15
年
）
に
よ
る
。
図
八
は
、
呉
氏
提
供
の
拓
本
写
真
に
拠
る
（
図
十
、
図
十
八
、
図
十
九
も
同
じ
）。
13C
（
ま
た
、
2B
）
の
図
像
に
つ
い
て
は
、
注
④
前
掲
拙
稿
図
三
、
図
十
二
（
図
八
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
図
九
は
、
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
提
供
の
写
真
に
拠
る
。
当
石
床
に
つ
い
て
は
、
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
『
北
魏
棺
床
の
研
究
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
石
造
人
物
神
獣
図
棺
床
研
究
』（
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
、
平
成
18
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
西
野
貞
治
氏
「
陽
明
本
孝
子
伝
の
性
格
並
に
清
家
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
」（『
人
文
研
究
』
７
・
６
、
昭
和
31
年
７
月
）
36
頁
（
ま
た
、
同
氏
「
董
永
伝
説
に
つ
い
て
」
『
人
文
研
究
』
６
・
６
、
昭
和
30
年
７
月
68
頁
）孝
子
伝
と
誤
解
さ
れ
た
類
書
事
森
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
孝
子
伝
の
研
究
』（
佛
教
大
学
鷹
陵
文
化
叢
書
５
、
思
文
閣
出
版
、
平
成
13
年
）
Ⅰ
一
３
参
照
。
敦
煌
本
金
二
仁
孝
二
十
九
に
も
、「
其
妻
不
能
逆
意
、
遂
共
入
後
園
」（
Ｐ
・
二
五
三
七
）
な
ど
と
あ
る
（
後
掲
注
参
照
）。
な
お
の
題
記
中
に
も
、「
共
妻
抱
児
、
将
向
田
中
」（
注
前
掲
拙
著
Ⅱ
二
参
照
）、
ま
た
、
三
教
指
帰
成
安
注
所
引
逸
名
孝
子
伝
に
も
、「
乃
令
其
妻
抱
児
」（
注
前
掲
拙
著
Ⅲ
二
374
、
375
頁
参
照
）
な
ど
と
見
え
る
。
ま
た
、
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
34
の
注
二
〇
（
179
頁
）
に
、「「
鋤
」
は
注
好
選
に
み
え
る
。
孝
子
伝
〔
両
孝
子
伝
等
〕
な
し
」
と
指
摘
さ
れ
た
前
引
今
昔
の
、「
我
ハ
鋤
ヲ
持
テ
」
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば
敦
煌
本
事
森
に
、
「
巨
自
執
」
と
見
え
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
（
変
文
系
断
簡
Ｓ
・
三
八
九
ｖ
に
も
、「
巨
自
将
鍬
」）。
注
④
前
掲
拙
稿
図
十
三
は
、
呉
氏
提
供
の
拓
本
写
真
に
拠
る
。
な
お
呉
氏
蔵
北
魏
崑
崙
石
床
の
郭
巨
図
に
つ
い
て
は
、
上
記
拙
稿
Ⅳ
参
照
。
例
え
ば
句
道
興
捜
神
記
に
見
え
る
、
官
不
得
奪
、
私
不
得
取
句
に
は
、
種
々
の
形
が
あ
っ
て
、
当
句
の
主
な
異
同
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
変
文
系
断
簡
Ｓ
三
八
九
ｖ
は
、
第
一
句
「
奪
」
を
、
203 北朝芸術博物館蔵の郭巨董黯石脚
「
侵
」
に
作
る
（
敦
煌
本
金
は
、「
取
」）。
次
い
で
、
敦
煌
本
北
堂
書
鈔
体
甲
は
、
第
二
句
「
私
」
を
、「
民
」
に
作
る
（
後
掲
注
参
照
。
蒙
求
注
古
注
、
準
古
注
、
新
注
は
、「
人
」）。
敦
煌
本
事
森
は
、
第
二
句
「
得
取
」
を
、「
許
侵
」
に
作
る
（
変
文
系
断
簡
は
、「
許
取
」。
敦
煌
本
金
は
、「
得
侵
」）。
後
述
二
十
四
孝
の
当
句
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
注
参
照
。
図
十
六
は
、
固
原
博
物
館
提
供
の
写
真
に
拠
る
。
な
お
寧
夏
固
原
北
魏
墓
漆
棺
画
に
つ
い
て
は
、
近
稿
「
寧
夏
固
原
北
魏
墓
漆
棺
画
の
孝
子
伝
図
」
を
予
定
す
る
（
中
国
語
版
が
近
刊
予
定
）。
二
十
四
孝
に
つ
い
て
は
、
注
前
掲
拙
著
Ⅰ
二
参
照
。
な
お
当
句
、
竜
大
本
は
、「
人
」
を
「
民
」
に
作
る
。
日
記
故
事
系
は
、「
奪
」
を
「
取
」
に
、「
人
」
を
「
民
」
に
、「
取
」
を
「
奪
」
に
作
る
。
孝
行
録
系
は
、
身
延
文
庫
本
全
相
二
十
四
孝
詩
選
に
同
じ
。
さ
ら
に
二
点
の
敦
煌
文
書
を
紹
介
し
て
お
く
。
一
つ
は
、
北
堂
書
鈔
体
甲
（
Ｐ
・
二
五
〇
二
）、
も
う
一
つ
は
、
金
二
仁
孝
二
十
九
（
Ｐ
・
二
五
三
七
）
で
あ
る
。
前
者
は
、
か
つ
て
羅
振
玉
が
民
国
六
（
一
九
一
七
）
年
に
、『
鳴
沙
石
室
古
籍
叢
残
』
中
に
古
類
書
三
種
の
一
と
し
て
影
印
し
た
も
の
で
（
下
半
を
失
う
。
現
在
は
北
堂
書
鈔
体
甲
と
呼
ば
れ
る
）、
「
劉
向
孝
子
（
図伝
））」
を
引
く
。
共
に
当
句
が
見
え
、
劉
向
孝
子
図伝
）に
も
、
当
句
を
有
す
る
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
の
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
が
分
か
る
。
・
北
堂
書
鈔
体
甲
郭
巨
埋
子
、
地
出
黄
金
。
劉
向
孝
子
無
食
、
供
養
老
母
。
巨
生
一
子
、
遂
奪
母
食
、
恐
母
命
不
存
済
、
遂
共
妻
和
顔
地
為
坑
、
遂
得
黄
金
一
釜
。
鉄
券
一
枚
得
奪
、
民
不
得
取
。
為
巨
孝
行
、
故
得
・
贏
金
漢
郭
巨
、
母
老
家
貧
。
毎
求
乞
、
以
買
甘
脆
、
供
於
親
也
。
巨
有
一
字子
）、
巨母
）
憐
之
、
嘗
分
食
飼
之
。
巨
見
老
母
形
容
漸
痩
、
巨
謂
妻
曰
、
天
荒
人
飢
、
所
得
甘
美
、
被
子
分
之
。
令
母
痩
弱
、
非
孝
子
也
。
親
即
難
得
、
子
可
有
也
。
与
汝
将
児
埋
之
。
其
妻
不
能
逆
意
、
遂
共
入
後
園
。
深
掘
一
坑
、
乃
得
黄
金
一
釜
。
上
云
、
天
賜
孝
子
郭
巨
之
金
。
官
不
得
取
、
私
不
得
侵
捜
神
記
に
お
け
る
孝
子
説
話
を
論
じ
た
も
の
に
、
大
橋
由
治
『『
捜
神
記
』
研
究
』（
明
徳
出
版
社
、
平
成
26
年
）
四
章
が
あ
る
。
大
島
建
彦
氏
校
注
、
訳
『
二
十
四
孝
』（
日
本
古
典
文
学
全
集
36
『
御
伽
草
子
集
』
所
収
、
小
学
館
、
昭
和
49
年
）
頭
注
一
一
（
323
頁
）。
田
真
物
語
に
つ
い
て
は
、
注
前
掲
拙
著
Ⅲ
三
参
照
。
橋
本
草
子
氏
「「
郭
巨
」
説
話
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」（『
野
草
』
71
、
平
成
15
年
２
月
）
は
、
郭
巨
説
話
の
成
立
が
南
北
朝
以
降
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
が
、
分
財
を
プ
ロ
ロ
ー
グ
と
す
る
郭
巨
物
語
は
、
橋
本
説
と
は
逆
に
、
そ
の
成
立
を
漢
代
へ
溯
ら
せ
る
も
の
と
な
る
。
注
④
前
掲
拙
稿
例
え
ば
池
上
洵
一
氏
訳
注
『
今
昔
物
語
集
10
』（
東
洋
文
庫
383
、
平
凡
社
、
昭
和
55
年
）
当
該
話
の
注
五
（
６
頁
）
に
も
、
蓋
が
つ
い
て
い
た
こ
と
は
、
ど
の
類
話
に
も
見
え
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
訝
いぶか
し
い
の
は
、
旧
大
系
も
捜
神
記
を
参
照
し
て
い
る
点
で
あ
る
（
頭
注
二
三
の
続
き
に
、「
捜
神
記
「
丹
書
」」
と
あ
る
。
捜
神
記
の
本
文
は
、
早
く
『
証
今
昔
物
語
集
』
に
全
文
が
引
か
れ
て
い
る
）。
こ
の
蓋
の
こ
と
が
は
っ
き
り
し
な
い
た
め
、
例
え
ば
池
上
氏
の
現
代
語
訳
に
お
け
る
、
そ
の
蓋
を
開
け
て
見
る
と
、
釜
に
文
字
が
記
し
て
あ
り
（
前
掲
書
４
頁
）
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な
ど
、
例
の
天
言
の
記
さ
れ
て
い
た
場
所
に
つ
い
て
の
混
乱
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。「
石
蓋
」（
捜
神
記
）
の
こ
と
は
、
後
世
の
も
の
な
が
ら
、
二
十
四
孝
の
孝
行
録
系
、
七
言
詩
注
本
「
郭
巨
埋
子
」
に
も
、
有テ
石
蓋
、
其
下ニ
金ノ
有
釜
。
彼ノ
石
蓋ノ
上ニ
文
字
在リ
と
見
え
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
例
の
天
言
は
、
石
蓋
に
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
何
月
馨
氏
「
隋
唐
墓
葬
出
土
鉄
券
考
」（『
考
古
』
18
・
２
）
図
二
十
は
、
何
氏
注
前
掲
論
文
、
図
三
１
に
拠
る
。
函
蓋
表
の
「
鉄
券
函
」「
巻
函
」
等
の
刻
銘
に
つ
い
て
は
、
同
図
四
１
、
２
を
参
照
さ
れ
た
い
。
仁
井
田
陞
氏
『
唐
法
律
文
書
の
研
究
』（
東
方
文
化
学
院
東
京
研
究
所
、
昭
和
12
年
）
三
編
二
章
「
鉄
券
」
楊
琳
氏
「
丹
書
鉄
券
的
左
右
問
題
」（『
古
典
文
学
知
識
』
13
・
２
）
仁
井
田
氏
注
前
掲
書
仁
井
田
陞
氏
『
中
国
法
制
史
研
究
』
土
地
法
取
引
法
（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、
昭
和
35
年
）
取
引
法
一
部
二
章
。
買
地
鉄
券
（
買
地
券
）
の
研
究
史
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
長
恨
歌
の
上
窮
碧
落
下
黄
泉
と
買
地
券
」（『
白
居
易
研
究
年
報
』
19
予
定
）
に
述
べ
た
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。
仁
井
田
氏
は
、「
合
同
」
字
の
右
半
の
記
さ
れ
る
例
と
し
て
五
代
南
漢
、
大
宝
五
（
九
六
二
）
年
十
月
鉄
券
（
452
頁
）
を
上
げ
、
何
月
馨
氏
も
、
左
半
の
記
さ
れ
る
実
例
と
し
て
、
湖
北
孝
感
大
湾
吉
北
墓
出
土
鉄
券
を
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
仁
井
田
氏
が
、
鉄
券
に
お
け
る
売
買
の
目
的
物
を
論
じ
、
鉄
券
が
「
土
地
売
買
文
書
で
あ
る
以
上
は
、
売
買
の
目
的
物
が
土
地
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
な
お
一
考
す
べ
き
問
題
が
あ
る
」
と
し
て
、
そ
れ
は
漢
代
の
土
地
売
買
契
約
に
よ
る
と
、
土
地
に
生
え
て
い
る
草
木
の
類
お
よ
び
土
地
の
な
か
に
宿
蔵
す
る
財
物
は
、
土
地
と
と
も
に
単
一
な
権
利
の
客
体
と
考
え
ら
れ
、
土
地
と
不
可
分
の
一
体
と
し
て
、
売
主
か
ら
買
主
の
手
に
移
転
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
土
中
の
埋
蔵
品
は
、
そ
の
土
地
の
買
主
即
ち
、
地
主
の
も
の
と
な
る
か
ら
で
、
例
え
ば
郭
巨
の
掘
り
出
し
た
黄
金
の
釜
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
郭
巨
の
所
有
物
と
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
天
言
ａ
ｂ
ｃ
の
要
請
さ
れ
る
理
由
で
あ
る
こ
と
が
、
改
め
て
確
認
さ
れ
る
。
呉
天
穎
氏
「
漢
代
買
地
券
考
」（『
考
古
学
報
』
82
・
１
）、
王
志
高
氏
「
六
朝
買
地
券
綜
述
」（『
東
南
文
化
』
96
・
２
）、
魯
西
奇
氏
『
中
国
古
代
買
地
券
研
究
』（
厦
門
大
学
出
版
社
、
14
年
）
な
ど
。
赤
松
子
、
東
方
朔
な
ど
を
証
見
人
と
す
る
も
の
も
あ
る
（
五
代
南
漢
、
大
宝
五
年
十
月
鉄
券
。
458
頁
注
（
43
））。
図
二
十
二
は
、
寧
波
博
物
館
、
中
国
国
家
博
物
館
『
国
家
宝
蔵
中
国
国
家
博
物
館
典
蔵
珍
宝
展
』（
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）
金
書
鉄
券
（
174
、
175
頁
）
に
拠
る
。
仁
井
田
氏
注
前
掲
書
、
洪
海
安
氏
「
唐
代
頒
賜
鉄
券
問
題
研
究
』
（『
陝
西
師
範
大
学
学
報
（
哲
学
社
会
科
学
版
）』
39
・
５
10
年
９
月
）
図
二
十
三
は
、
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
提
供
の
写
真
に
拠
る
。
図
二
十
四
は
、
呉
氏
提
供
の
拓
本
写
真
、
図
二
十
五
はG
isele
C
ro
es,
R
itu
a
l
O
b
ject
a
n
d
E
a
rly
B
u
d
d
h
ist
A
rt
(N
ew
Y
o
rk
,
2004),
S
to
n
e
fu
n
era
ry
b
ed
A
3
に
拠
る
。
中
島
氏
注
前
掲
論
文
、
表
１
参
照
。
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